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デ
ィ
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代
生
産
者

　

⑴　

ホ
ア
ン
・
ヴ
ァ
ン
・
チ
ュ
ン
氏

　

⑵　

ヴ
ォ
ー
・
ヴ
ァ
ン
・
ラ
ッ
ク
氏

2　

デ
ィ
ア
リ
ン
村
で
生
産
さ
れ
る
ま
で

四
　
フ
ォ
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ク
テ
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神
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竈
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神
体

1　
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像
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台
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五
　
現
在
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デ
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産

1　

神
像
の
生
産
者

　

⑴　

�

ゴ
ー
・
ド
ゥ
ク
・
フ
ン
氏
と
ホ
ア

ン
・
テ
ィ
・
ト
ゥ
氏

　

⑵　

ヴ
ォ
ー
・
ヴ
ァ
ン
家
四
兄
弟

　

⑶　

�

チ
ュ
ォ
ン
・
ヴ
ァ
ン
・
ム
オ
イ
氏
と

息
子
ダ
ッ
ト
氏

　

⑷　

�

新
た
な
オ
ン
タ
オ
神
像　

オ
ン
タ

オ
・
グ
オ
イ
の
誕
生

2　

神
像
の
生
産
工
程

六
　
生
産
者
と
神
像
生
産
の
実
態
か
ら
み
え
て
く

る
も
の

1　

神
像
の
変
遷

2　

原
料
と
価
格

七
　
フ
エ
地
域
で
祀
ら
れ
る
小
型
の
神
像

お
わ
り
に

　

ベ
ト
ナ
ム
・
フ
エ
地
域
の
竈
神
の
祭
壇
で
祀
ら
れ
る
小
型
の
土
製
の
神
像
は
、
陰
暦
一
二
月
二
三
日
に
家
で
竈
神
の
儀
礼
を
し
た

あ
と
木
の
根
本
な
ど
に
置
か
れ
、
再
度
見
送
り
儀
礼
が
行
わ
れ
る
。
こ
の
竈
神
の
神
像
は
フ
エ
地
域
で
創
造
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
現
在
デ
ィ
ア
リ
ン
村
で
神
像
の
手
工
業
生
産
を
続
け
る
六
家
族
と
伝
統
的
窯
業
の
村
フ
ォ
ッ
ク
テ
ィ
ッ
ク
村
で
の

二
〇
一
二
年
か
ら
二
〇
二
一
年
ま
で
の
聞
き
取
り
を
中
心
に
「
モ
ノ
」
の
視
点
か
ら
神
像
の
生
産
の
実
態
と
そ
の
変
遷
を
明
ら
か
に

す
る
。
そ
し
て
、
小
型
の
神
像
を
祀
る
こ
と
に
つ
い
て
フ
エ
地
域
の
人
び
と
の
く
ら
し
や
歴
史
的
背
景
か
ら
考
察
す
る
。

　

現
在
、
デ
ィ
ア
リ
ン
村
で
生
産
さ
れ
て
い
る
神
像
は
三
種
類
：
実
際
に
調
理
に
使
用
す
る
こ
と
も
で
き
る
土
製
支
脚
オ
ン
タ
オ
・

ロ
ン
、
そ
の
土
製
支
脚
を
か
た
ど
っ
た
小
型
の
神
像
オ
ン
タ
オ
・
ク
ア
ン
、
竈
神
三
柱
を
か
た
ど
っ
た
小
型
の
神
像
は
オ
ン
タ
オ
・

グ
オ
イ
で
あ
る
。
土
製
支
脚
を
か
た
ど
っ
た
オ
ン
タ
オ
・
ク
ア
ン
は
、
も
と
も
と
フ
ォ
ッ
ク
テ
ィ
ッ
ク
村
で
作
ら
れ
て
い
た
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。
デ
ィ
ア
リ
ン
村
で
は
六
〇
年
ほ
ど
前
に
生
産
が
始
ま
り
、
そ
の
な
か
で
い
く
つ
か
の
改
良
が
さ
れ
、
ま
た
新
た

な
神
像
オ
ン
タ
オ
・
グ
オ
イ
が
作
ら
れ
た
。
フ
エ
地
域
で
広
く
小
型
の
神
像
を
祀
る
よ
う
に
な
る
の
は
比
較
的
新
し
く
一
九
八
〇
年

代
後
半
か
ら
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
台
所
の
形
態
の
変
化
が
関
わ
っ
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
小
型
の
神
像
は
祭
壇
で
祀
る
だ
け
で
は
な
い
重
要
な
役
割
が
あ
る
。
か
つ
て
北
部
地
域
で
も
行
わ
れ
て
い
た
竈
神
の
見

送
り
儀
礼
は
、
実
用
品
で
あ
っ
た
土
製
支
脚
か
ら
小
型
の
神
像
に
変
え
て
続
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
フ
エ
地
域
の
歴
史
的
背
景

と
そ
こ
に
く
ら
す
人
び
と
の
竈
神
へ
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
神
体
と
し
て
祀
ら
れ
る
神
像
を
「
モ
ノ
」
の
視
点
か
ら
み
れ
ば
、

土
製
支
脚
か
ら
小
型
の
神
像
は
、
物
理
的
な
機
能
を
伴
う
も
の
か
ら
象
徴
的
な
機
能
へ
の
移
行
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

生
産
者
へ
の
聞
き
取
り
か
ら
神
像
の
生
産
の
厳
し
い
現
状
や
神
像
に
対
す
る
思
い
な
ど
に
つ
い
て
も
述
べ
て
い
く
。

【要旨】

ベ
ト
ナ
ム
、
フ
エ
地
域
、
竈
神
、
神
像
、「
モ
ノ
」
の
視
点

キ
ー
ワ
ー
ド
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は
じ
め
に

　

ベ
ト
ナ
ム
・
フ
エ
地
域
で
創
造
さ
れ
た
竈
神
の
小
型
の
神
像
に
つ
い
て
、

生
産
者
へ
の
聞
き
取
り
を
中
心
に
そ
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、
フ
エ
地
域

で
小
型
の
神
像
を
祀
る
こ
と
に
つ
い
て
考
え
た
い
。

　

ベ
ト
ナ
ム
の
多
数
民
族
で
あ
る
キ
ン
族
の
人
び
と
に
と
っ
て
、
竈
神
は

今
で
も
家
族
を
守
護
す
る
最
も
重
要
な
神
で
あ
り
、
毎
年
陰
暦
一
二
月
二

三
日
に
竈
神
を
天
に
見
送
る
儀
礼
が
各
家
で
行
わ
れ
て
い
る
。
オ
ン
タ
オ

と
呼
ば
れ
る
こ
の
竈
神
は
女
神
一
柱
（
中
央
）
男
神
二
柱
（
両
側
）
の
三

柱
か
ら
な
り
、
毎
年
大
晦
日
に
は
竈
神
が
登
場
す
る
喜
劇
が
全
国
放
映
さ

れ
る
ほ
ど
知
名
度
の
高
い
神
で
あ
る
。
ベ
ト
ナ
ム
・
キ
ン
族
の
あ
い
だ
で

は
三
柱
の
オ
ン
タ
オ
を
祀
る
こ
と
は
共
通
し
て
い
る
が
、
祀
り
方
や
竈
神

の
神
体
は
地
域
に
よ
り
異
な
る
。

　

フ
エ
地
域
で
は
、
竈
神
の
祭
壇
に
小
型
の
土
製
の
神
像
が
置
か
れ
て
い

る
（
写
真
1
）。
非
常
に
一
般
的
な
光
景
だ
が
、
フ
エ
地
域
と
そ
の
周
辺

地
域
以
外
で
こ
の
神
像
を
み
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
現
在
、
こ
の
土

製
の
神
像
は
デ
ィ
ア
リ
ン
村
の
六
家
族
に
よ
り
手
作
業
で
生
産
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
近
年
、
神
像
の
生
産
は
非
常
に
厳
し
く
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
竈
神
の
神
像
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ベ
ト
ナ
ム
の
ニ
ュ
ー
ス
な

ど
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
あ
る
も
の
の
、
管
見
の
限
り
研
究
と
し
て

一
二
年
か
ら
二
〇
二
一
年
初
め
ま
で
行
な
っ
て
き
た
生
産
者
へ
の
聞
き
取

り
を
中
心
に
、
フ
ォ
ッ
ク
テ
ィ
ッ
ク
村
で
の
調
査
や
新
た
に
明
ら
か
に
な

っ
た
こ
と
を
加
え
、
民
具
研
究
の
「
モ
ノ
」
の
視
点
か
ら
生
産
者
と
神
像

生
産
の
実
態
と
変
遷
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
し
て
な
ぜ
フ
エ
地
域
の
人
び

と
が
小
型
の
神
像
を
祀
る
の
か
、
台
所
の
変
遷
と
人
び
と
の
く
ら
し
、
フ

エ
地
域
の
歴
史
的
背
景
な
ど
か
ら
考
察
す
る
。

　

佐
野
賢
治
は
民
具
を
「
モ
ノ
」
と
し
て
み
る
視
点
の
重
要
性
に
つ
い
て
、

考
古
学
が
扱
っ
て
き
た
有
形
の
「
物
」
と
民
俗
学
が
対
象
と
し
て
き
た
精

神
文
化
、
無
形
・
不
可
視
的
な
「
も
の
」
を
併
せ
て
み
る
こ
と
に
よ
り
両

は
、
考
古
学
者
西
村
昌
也
に

よ
る
デ
ィ
ア
リ
ン
村
の
土
器

生
産
業
の
報
告
の
な
か
で
、

竈
神
を
か
た
ど
っ
た
土
製
品

の
生
産
に
つ
い
て
言
及
さ
れ

て
い
る
の
み
で
あ
る
［
西
村

2012b

］。

　

筆
者
は
以
前
、
物
質
文
化

研
究
の
視
点
か
ら
デ
ィ
ア
リ

ン
村
の
神
像
の
生
産
と
道
具

に
つ
い
て
、「
物
」
を
中
心

に
述
べ
）
1
（
た
。
本
稿
で
は
二
〇
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全
の
形
〝
モ
ノ
〟
と
な
り
、
そ
の
存
在
の
全
体
像
が
初
め
て
摑
め
る
こ
と

に
な
る
と
述
べ
て
い
る
［
佐
野

2002

：3

―�4

］。
そ
の
こ
と
に
従
っ
て
本

稿
で
は
全
体
的
な
視
点
と
し
て
「
モ
ノ
」
の
視
点
か
ら
フ
エ
地
域
の
竈
神

の
神
像
を
み
て
い
き
た
い
。

一　

フ
エ
地
域
の
竈
神

　

フ
エ
地
域
の
竈
神
に
つ
い
て
、
フ
エ
の
民
間
信
仰
の
研
究
者
チ
ャ
ン
・

ダ
イ
・
ヴ
ィ
ン
は
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

陰
暦
一
二
月
二
三
日
、
家
で
竈
神
の
儀
礼
を
し
た
あ
と
、
再
び
大
き
な
木

の
根
本
や
地
区
の
廟
の
片
隅
に
竈
神
を
納
め
て
見
送
る
儀
礼
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
［T

rần�Đ
a. i�V
inh�1995

：85

］。

1
　
現
在
の
フ
エ
地
域
の
竈
神
の
儀
礼

　

多
く
の
家
族
は
陰
暦
一
二
月
二
三
日
〇
時
、
日
付
が
変
わ
る
と
す
ぐ
に

家
の
台
所
で
竈
神
を
天
に
送
る
儀
礼
を
す
る
。
一
年
間
祀
ら
れ
て
い
た
竈

神
の
神
像
と
版
画
、
ま
た
供
物
を
祭
壇
か
ら
下
ろ
し
、
新
し
い
神
像
と
版

画
、
花
や
水
、
お
こ
わ
、
果
物
（
フ
エ
で
は
バ
ナ
ナ
が
多
い
）
な
ど
を
供

え
、
祈
願
文
を
読
み
上
げ
る
。

　

そ
の
あ
と
、
祭
壇
か
ら
下
ろ
し
た
古
い
神
像
を
大
き
な
木
の
下
や
地
域

の
廟
な
ど
に
持
っ
て
い
き
、
竈
神
の
版
画
と
紙
の
服
、
紙
銭
な
ど
を
燃
や

し
て
神
像
を
見
送
る
儀
礼
を
す
る
（
写
真
2
）。
見
送
り
さ
れ
た
小
型
の

神
像
に
混
じ
っ
て
土
製
支
）
2
（
脚
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
こ
に
は

煤
な
ど
の
付
着
が
な
い
た
め
、
実
際
に
調
理
に
使
用
し
て
い
た
も
の
で
は

な
く
、
神
体
と
し
て
祀
っ
て
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
新

旧
交
代
の
儀
礼
は
現
在
、
フ
エ
地
域
と
そ
の
周
辺
地
域
で
行
わ
れ
て
い
る
。

2
　
市
場
な
ど
で
売
ら
れ
る
神
像

　

陰
暦
一
二
月
、
フ
エ
市
で
最
も
大
き
く
伝
統
の
あ
る
ド
ン
バ
ー
市
場
に

は
竈
神
の
神
像
が
山
積
み
に
さ
れ
て
売
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
儀
礼
の
日

が
近
づ
い
て
く
る
と
市
場
だ
け
で

な
く
小
さ
な
商
店
や
道
沿
い
な
ど
、

い
た
る
と
こ
ろ
で
竈
神
の
神
像
が

売
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　

神
像
だ
け
で
売
ら
れ
る
場
合
も

あ
る
が
、
近
年
は
神
像
と
竈
神
の

版
画
一
枚
と
ア
オ
ビ
ン
と
呼
ば
れ

る
竈
神
の
服
三
枚
が
一
セ
ッ
ト
に

な
っ
た
も
の
が
多
く
売
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
版
画
と
ア
オ
ビ
ン
も
全

て
フ
エ
地
域
で
生
産
さ
れ
た
も
の
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版
画
の
な
か
に
書
か
れ
た
喃チ

ュ
ー
ノ
ム字

（
漢
字
を
改
良
し
て
つ
く
っ
た
ベ
ト
ナ
ム

固
有
の
文
字
）
の
意
味
は
「
竈
王
の
交
換
」
で
あ
る
。

　

二
〇
世
紀
中
頃
、
フ
ラ
ン
ス
語
と
ベ
ト
ナ
ム
語
で
書
か
れ
た
雑
誌
『
ベ

ト
ナ
ム
民
』
にH

.�V
.�V

）
4
（

.

が
寄
せ
た
「
オ
ン
タ
オ
を
祀
る
―
陰
暦
一
二
月

二
三
日
―
」
に
は
、
年
末
に
人
び
と
は
古
い
竈
神
を
き
れ
い
な
池
や
湖
に

捨
て
る
と
記
さ
れ
て
い
る
［H

.�V
.�V
.1948

：3�7

―3�8

］。
ド
ア
ン
・
チ
エ

ン
や
オ
ジ
ェ
、
ま
たH

.�V
.�V
.

の
記
述
は
北
部
地
域
の
竈
神
に
つ
い
て
の

内
容
で
あ
る
。

　

フ
エ
地
域
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
人
研
究
者
カ
デ
ィ
エ
ー
ル
が
一
九
一
八
年

で
あ
る
。
ま
た
、
女
性
の
竈
神
の
た
め
に
小
さ
な
鏡
や
櫛
、
香
水
瓶
な
ど

も
売
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
一
緒
に
購
入
し
て
い
く
人
も
い
る
。
北
部

地
域
の
竈
神
の
儀
礼
で
使
用
す
る
立
体
的
で
大
き
な
紙
製
の
冠
や
靴
な
ど

も
売
ら
れ
て
は
い
る
が
、
購
入
す
る
人
は
少
な
い
。
ま
た
、
非
常
に
わ
ず

か
だ
が
実
用
品
と
し
て
も
使
用
で
き
る
三
つ
の
土
製
支
脚
も
市
場
で
売
ら

れ
て
い
る
。

二　
ベ
ト
ナ
ム
の
竈
神
を
見
送
る
儀
礼
の
変
遷

　

竈
神
の
新
旧
交
代
は
、
フ
エ
地
域
で
現
在
も
一
般
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
ベ
ト
ナ
ム
全
土
の
竈
神
の
新
旧
交
代
儀
礼
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

　

一
九
〇
八
年
に
ド
ア
ン
・
チ
エ
ン
が
記
し
た
『
安
南
風
俗
冊
』
の
元
旦

の
項
に
、〝
棄
前
灶
于
浄
處
、
易
以
新
灶
〟
と
あ
）
3
（
る
［Đ

oàn�T
riên�1908

：

16,�117,�H
ình�1b

］。
古
い
土
製
支
脚
を
清
潔
な
場
所
に
捨
て
、
新
し
い

土
製
支
脚
に
変
え
る
こ
と
が
、
元
旦
を
迎
え
る
前
の
年
末
の
儀
礼
と
し
て

記
さ
れ
て
い
る
。『
安
南
風
俗
冊
』
と
同
時
期
、
北
部
地
域
の
人
び
と
の

生
活
・
生
活
技
術
を
調
査
し
た
フ
ラ
ン
ス
人
ア
ン
リ
・
オ
ジ
ェ
が
編
纂
し

た
版
画
に
見
送
り
儀
礼
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
［O

ger�2009�

（1909

）］。（
図
1
）「
オ
ン
タ
オ
（
竈
神
）
を
祀
る
」
と
書
か
れ
た
そ
の
版

画
に
は
、
木
の
下
に
土
製
支
脚
や
土
製
の
焜
炉
な
ど
が
置
か
れ
て
お
り
、

女
性
が
木
の
根
本
に
土
製
の
焜
炉
を
置
く
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
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に
、
木
の
下
に
鍋
の
台
（
土
製
支
脚
）
5
（

）
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
を
報
告
し

て
い
る
［Cadière

2015�ta. p2

：14�

］。

　

こ
れ
ら
の
資
料
か
ら
二
〇
世
紀
半
ば
ま
で
フ
エ
地
域
だ
け
で
な
く
北
部

地
域
で
も
竈
神
の
新
旧
の
取
り
替
え
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
る
。
実
際
の
聞
き
取
り
で
も
土
製
支
脚
を
使
用
し
て
い
た
こ
ろ
は
古
い

土
製
支
脚
を
池
な
ど
に
捨
て
て
い
た
と
話
す
北
部
地
域
の
人
た
ち
が
お
り
、

中
部
地
域
や
南
部
地
域
で
も
古
い
竈
神
（
土
製
支
脚
）
を
木
の
根
本
に
置

い
て
い
た
人
た
ち
が
い
る
。
し
か
し
現
在
、
北
部
地
域
の
竈
神
は
祖
先
の

祭
壇
で
他
の
神
と
一
緒
に
一
つ
の
香
炉
「
神
霊
」
で
祀
ら
れ
て
お
り
、
新

旧
を
取
り
替
え
る
竈
神
と
し
て
の
「
モ
ノ
」
は
な
い
。
そ
し
て
中
部
地
域

や
南
部
地
域
で
は
一
般
的
に
「
定
福
灶
君
」
と
書
か
れ
た
牌
位
が
竈
神
の

神
体
と
し
て
祀
ら
れ
、
毎
年
新
し
く
す
る
こ
と
は
な
）
6
（
い
。

　

他
の
地
域
で
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
竈
神
の
新
旧
交
代
の
儀
礼
は
フ
エ
地

域
で
現
在
も
続
け
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
新
し
く
小
型
の
神
像

を
創
造
し
て
儀
礼
が
継
続
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
次
は
フ
エ
地
域
の
神

像
と
そ
の
生
産
を
み
て
い
き
た
い
。

三　

竈
神
の
神
像
の
生
産
の
変
遷

　

現
在
、
フ
エ
地
域
の
家
庭
で
祀
ら
れ
て
い
る
神
像
は
三
種
類
で
あ
る

（
図
2
）。
実
際
に
調
理
に
使
用
す
る
こ
と
も
で
き
る
土
製
支
脚
は
、
神
像

を
生
産
す
る
人
び
と
の
あ
い
だ
で

は
大
き
い
オ
ン
タ
オ
（
竈
神
）
と

い
う
意
味
で
オ
ン
タ
オ
・
ロ
ン

（Ô
ng�T

áo�L ờn

）
と
呼
ば
れ
て
い

る
。
そ
の
土
製
支
脚
を
か
た
ど
っ

た
小
型
の
神
像
は
、
オ
ン
タ
オ
・

ク
ア
ン
（Ô

ng�T
áo�Q

uân

）、
竈

神
三
柱
を
か
た
ど
っ
た
人
格
化
さ

れ
た
神
像
は
、
オ
ン
タ
オ
・
グ
オ

イ
（Ô

ng�T
áo�N

g ười

）
と
呼
ば

れ
る
。
オ
ン
タ
オ
・
ロ
ン
は
素
焼

き
の
み
だ
が
、
オ
ン
タ
オ
・
ク
ア

ン
は
素
焼
き
と
漆
が
塗
ら
れ
た
二

種
類
が
あ
り
、
オ
ン
タ
オ
・
グ
オ

イ
は
素
焼
き
、
漆
、
カ
ラ
フ
ル
な

色
付
け
が
さ
れ
た
三
種
類
が
あ
る
。

1
　
デ
ィ
ア
リ
ン
村
の
初
代
生
産
者

　

竈
神
の
神
像
は
現
在
、
デ
ィ
ア

リ
ン
村
に
住
む
六
家
族
が
生
産
し

て
い
る
。
詳
し
く
は
後
述
す
る
が
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り
方
を
聞
き
に
行
っ
た
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。

2
　
デ
ィ
ア
リ
ン
村
で
生
産
さ
れ
る
ま
で

　

現
在
、
デ
ィ
ア
リ
ン
村
で
生
産
さ
れ
て
い
る
神
像
は
、
そ
の
も
と
を
辿

っ
て
い
く
と
フ
エ
市
の
中
心
か
ら
北
西
約
三
〇
㎞
に
位
置
す
る
伝
統
的
な

窯
業
村
、
フ
ォ
ッ
ク
テ
ィ
ッ
ク
村
で
最
初
に
作
ら
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。
フ
ォ
ッ
ク
テ
ィ
ッ
ク
村
の
竈
神
と
神
像
に
つ
い
て
の
詳
細
は
後

述
す
る
が
、
こ
こ
で
当
時
作
ら
れ
て
い
た
の
は
実
用
品
と
し
て
の
土
製
支

脚
と
小
型
の
神
像
オ
ン
タ
オ
・
ク
ア
ン
の
二
種
類
で
あ
っ
た
。

　

デ
ィ
ア
リ
ン
村
の
初
代
生
産
者
ヴ
ォ
ー
・
ヴ
ァ
ン
・
ラ
ッ
ク
氏
が
市
場

で
み
た
と
い
う
神
像
は
、
現
在
シ
ン
村
に
住
む
グ
エ
ン
・
ヴ
ァ
ン
・
ロ
イ

氏
（
以
下
ロ
イ
氏
と
記
す
）、
四
二
歳
（
二
〇
一
三
年
当
時
）
の
祖
父
と
両

親
が
作
っ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
ロ
イ
氏
の
祖
先
の
出
身
は
フ
ォ
ッ
ク
テ

ィ
ッ
ク
村
の
隣
村
ウ
ー
デ
ィ
エ
ム
村
で
あ
る
。

　

ロ
イ
氏
一
家
は
一
時
期
仕
事
で
ラ
オ
ス
に
行
っ
て
い
た
が
一
九
四
五
年

に
ベ
ト
ナ
ム
に
戻
り
、
そ
の
後
シ
ン
村
に
住
み
始
め
た
と
い
う
。
シ
ン
村

は
農
村
で
あ
る
。
し
か
し
ロ
イ
氏
の
家
は
水
田
を
持
っ
て
お
ら
ず
、
ま
た

シ
ン
村
の
伝
統
的
手
工
芸
で
あ
る
版
画
生
産
に
も
携
わ
っ
て
い
な
い
。
お

そ
ら
く
、
フ
ォ
ッ
ク
テ
ィ
ッ
ク
村
で
生
産
し
て
い
た
小
型
の
神
像
な
ど
を

真
似
て
土
製
品
を
生
産
す
る
こ
と
を
シ
ン
村
で
の
仕
事
と
し
た
の
で
あ
ろ

う
。
ロ
イ
氏
の
家
で
は
木
の
型
を
用
い
ず
、
土
製
品
を
も
と
に
セ
メ
ン
ト

彼
ら
は
み
な
二
代
目
の
世
代
で
あ
る
。
デ
ィ
ア
リ
ン
村
で
最
初
に
竈
神
の

神
像
を
作
り
始
め
た
の
は
以
下
の
二
人
で
あ
る
。

⑴　

 

ホ
ア
ン
・
ヴ
ァ
ン
・
チ
ュ
ン
氏

　

二
〇
一
六
年
の
聞
き
取
り
に
よ
る
と
、
五
〇
～
六
〇
年
ほ
ど
前
に
今
ま

で
手
で
捏
ね
て
作
っ
て
い
た
実
用
品
と
し
て
の
土
製
支
脚
を
型
で
作
る
よ

う
に
な
り
、
同
時
に
土
製
支
脚
を
か
た
ど
っ
た
神
像
オ
ン
タ
オ
・
ク
ア
ン

の
生
産
も
始
め
た
と
い
う
。
チ
ュ
ン
氏
に
は
四
人
の
息
子
が
お
り
、
以
前

は
竈
神
の
神
像
を
作
っ
て
い
た
が
、
現
在
は
別
の
仕
事
を
し
て
い
る
。
娘

の
ホ
ア
ン
・
テ
ィ
・
ト
ゥ
氏
が
い
と
こ
の
ゴ
ー
・
ド
ッ
ク
・
フ
ン
氏
と
と

も
に
神
像
の
生
産
を
続
け
て
い
る
。
チ
ュ
ン
氏
が
土
製
支
脚
を
型
で
作
る

以
前
、
人
び
と
は
各
家
で
自
分
た
ち
の
手
で
粘
土
を
捏
ね
て
作
っ
て
い
た

と
い
う
。

⑵　

ヴ
ォ
ー
・
ヴ
ァ
ン
・
ラ
ッ
ク
氏

　

後
述
す
る
ヴ
ォ
ー
・
ヴ
ァ
ン
家
四
兄
弟
の
父
で
あ
る
。
二
〇
一
四
年
の

聞
き
取
り
に
よ
る
と
、
以
前
は
デ
ィ
ア
リ
ン
村
で
レ
ン
ガ
の
製
造
を
し
て

い
た
が
、
六
〇
年
ほ
ど
前
に
竈
神
の
神
像
を
作
り
始
め
た
と
い
う
。
き
っ

か
け
は
、
シ
ン
村
の
人
が
作
っ
た
神
像
を
市
場
で
み
て
、
レ
ン
ガ
製
造
の

技
術
を
応
用
し
て
作
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
考
え
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
最

初
は
購
入
し
た
神
像
を
真
似
て
自
分
で
作
り
始
め
、
そ
の
後
シ
ン
村
に
作
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村
長
の
ホ
ア
ン
・
タ
ン
・
ミ
ン
氏
（
以
下
ミ
ン
氏
と
記
す
）、
六
六
歳

（
二
〇
二
〇
年
当
時
）
に
よ
る
と
、
村
で
は
ミ
ン
氏
の
父
親
を
含
め
た
四
人

が
型
を
用
い
た
土
製
支
脚
と
竈
神
の
神
像
の
生
産
を
専
業
と
し
て
い
た
。

ミ
ン
氏
の
祖
先
は
も
と
も
と
陶
器
を
作
っ
て
い
た
が
、
父
親
の
代
か
ら
土

製
支
脚
と
神
像
だ
け
を
作
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
当
時
は
七
月
に
成
形
を

し
て
、
日
差
し
の
強
い
七
月
と
八
月
に
屋
外
で
乾
燥
さ
せ
、
一
一
月
に
焼

成
し
、
そ
し
て
フ
ォ
ッ
ク
テ
ィ
ッ
ク
村
の
近
く
の
市
場
に
売
り
に
行
っ
て

い
た
。
ミ
ン
氏
の
父
親
は
二
〇
〇
〇
年
に
亡
く
な
り
、
そ
の
前
年
一
九
九

九
年
ま
で
生
産
を
続
け
て
い
た
と
い
う
。
フ
ォ
ッ
ク
テ
ィ
ッ
ク
村
で
は
、

の
型
を
作
り
、
そ
の
セ
メ
ン
ト
型
を
用
い
て
神
像
や
土
製
品
を
生
産
し
て

い
た
。

　

祖
父
や
両
親
は
土
製
支
脚
と
オ
ン
タ
オ
・
ク
ア
ン
の
二
種
類
を
生
産
し
、

両
親
の
仕
事
を
引
き
継
い
だ
ロ
イ
氏
は
二
〇
〇
一
年
ま
で
土
製
品
や
竈
神

の
神
像
を
作
っ
て
い
た
。
そ
し
て
最
後
の
何
年
間
か
新
た
に
竈
神
三
柱
を

か
た
ど
っ
た
神
像
オ
ン
タ
オ
・
グ
オ
イ
を
作
っ
て
い
た
と
い
う
。
ま
た
、

ロ
イ
氏
が
子
ど
も
の
こ
ろ
、
祖
父
と
両
親
の
と
こ
ろ
に
デ
ィ
ア
リ
ン
村
の

人
が
神
像
の
作
り
方
を
聞
き
に
来
て
い
た
の
を
覚
え
て
い
る
と
い
う
。

四　

フ
ォ
ッ
ク
テ
ィ
ッ
ク
村
の
神
像
と
竈
神
の
神
体

1
　
土
製
支
脚
と
神
像

　

フ
エ
市
の
中
心
地
か
ら
北
西
へ
約
三
〇
㎞
、
ク
ア
ン
チ
省
に
隣
接
す
る

フ
ォ
ッ
ク
テ
ィ
ッ
ク
村
は
、
一
七
世
紀
以
前
か
ら
焼
締
陶
器
を
中
心
と
し

た
窯
業
生
産
が
行
わ
れ
て
い
た
伝
統
的
な
村
で
あ
る
。
Ω
状
に
湾
曲
し
た

オ
ラ
ウ
川
に
囲
ま
れ
た
村
に
田
ん
ぼ
は
な
い
。
村
の
人
た
ち
に
よ
る
）
7
（
と
、

土
製
支
脚
を
調
理
に
使
用
し
て
い
た
頃
は
そ
れ
ぞ
れ
の
家
で
土
を
捏
ね
て

手
で
成
形
し
、
村
の
共
同
の
窯
で
一
緒
に
焼
い
て
い
た
と
い
う
。
し
か
し

次
第
に
土
製
支
脚
を
使
用
す
る
家
が
少
な
く
な
る
と
、
各
家
で
作
る
こ
と

は
な
く
な
り
、
最
後
は
ホ
ー
・
ヴ
ァ
ン
・
ナ
イ
氏
が
一
人
で
作
っ
て
い
た

と
い
う
。



写真 4　昔の炉と竈神
フォックティック村博物館

42

常民文化研究　第2巻（2023）

新
た
に
地
炉
や
台
付
き
の
炉
を
作
り
、
そ
こ
に
五
徳
を
置
い
て
い
る
家
も

あ
る
。
台
所
の
形
態
と
変
化
は
フ
エ
の
他
の
地
域
と
大
き
な
違
い
は
な
い
。

　

し
か
し
、
台
所
で
祀
ら
れ
て
き
た
竈
神
は
、
フ
ォ
ッ
ク
テ
ィ
ッ
ク
村
の

人
た
ち
の
話
で
は
昔
か
ら
小
型
の
神
像
で
あ
っ
た
。
自
分
の
敷
地
に
博
物

館
を
作
っ
た
レ
・
チ
ョ
ン
・
ジ
エ
ン
氏
、
六
八
歳
（
二
〇
一
四
年
当
時
）

に
よ
る
と
、
村
の
人
た
ち
は
土
製
支
脚
を
煮
炊
き
に
使
用
し
て
い
た
と
き

も
小
さ
い
竈
神
オ
ン
タ
オ
・
ク
ア
ン
だ
け
を
祀
り
、
土
製
支
脚
は
敬
っ
て

い
た
け
ど
竈
神
と
し
て
祀
っ
て
は
い
な
か
っ
た
と
い
う
（
写
真
4
）。

　

い
つ
頃
か
ら
オ
ン
タ
オ
・
ク
ア
ン
が
作
ら
れ
、
祀
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

ホ
ー
・
ヴ
ァ
ン
・
ナ
イ
氏
が
二
〇
一
一
年
に
亡
く
な
る
と
土
製
支
脚
と
神

像
の
生
産
に
携
わ
る
人
は
い
な
く
な
っ
た
。

　

そ
の
当
時
、
フ
ォ
ク
テ
ィ
ッ
ク
村
で
作
ら
れ
て
い
た
神
像
は
、
土
製
支

脚
を
か
た
ど
っ
た
オ
ン
タ
オ
・
ク
ア
ン
で
あ
っ
た
。
ミ
ン
氏
に
よ
る
と
、

そ
の
オ
ン
タ
オ
・
ク
ア
ン
の
特
徴
は
土
製
支
脚
を
か
た
ど
っ
た
三
本
の
あ

い
だ
に
切
れ
目
が
あ
り
、
真
ん
中
に
は
ヘ
ソ
が
つ
け
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。

現
在
、
神
像
も
型
も
残
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
村
の
カ
イ
テ
ィ
廟
の
中

に
あ
る
木
の
根
本
に
見
送
り
さ
れ
た
神
像
が
残
さ
れ
て
い
た
。
ミ
ン
氏
に

確
認
し
て
も
ら
う
と
ホ
ー
・
ヴ
ァ
ン
・
ナ
イ
氏
や
ミ
ン
氏
の
父
親
が
作
っ

て
い
た
も
の
と
同
じ
で
あ
る
と
い
う
（
写
真
3
）。

2
　
台
所
と
竈
神
の
神
体

　

こ
こ
で
フ
ォ
ッ
ク
テ
ィ
ッ
ク
村
の
台
所
の
変
遷
と
竈
神
の
神
体
に
つ
い

て
少
し
記
し
て
お
き
た
い
。
家
に
よ
り
差
は
あ
る
が
多
く
の
村
の
人
た
ち

が
土
製
支
脚
を
調
理
に
使
用
し
て
い
た
の
は
、
一
九
五
〇
年
～
一
九
八
〇

年
頃
ま
で
で
あ
る
。
煮
炊
き
の
中
心
が
土
製
支
脚
か
ら
土
製
の
焜
炉
や
五

徳
に
移
り
、
ガ
ス
コ
ン
ロ
が
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
早
い
家

で
は
一
九
八
〇
年
初
め
頃
で
あ
る
。
現
在
も
ガ
ス
コ
ン
ロ
を
使
用
し
て
い

な
い
家
は
あ
る
が
、
年
々
少
な
く
な
っ
て
い
る
。

　

台
所
の
形
態
は
、
も
と
も
と
地
炉
に
土
製
支
脚
が
置
か
れ
て
い
た
が
、

地
炉
か
ら
台
付
き
の
）
8
（

炉
に
な
り
、
そ
こ
で
五
徳
や
土
製
の
焜
炉
を
使
用
し

て
き
た
家
も
多
い
。

そ
の
台
付
き
の
炉
は

立
っ
て
使
う
台
と
な

り
、
ガ
ス
コ
ン
ロ
が

置
か
れ
る
よ
う
に
な

る
が
、
現
在
で
も
ガ

ス
コ
ン
ロ
を
用
い
ず
、

台
付
き
の
炉
に
五
徳

を
置
い
て
調
理
を
し

て
い
る
家
も
あ
る
。

ま
た
、
ガ
ス
コ
ン
ロ

を
設
置
し
た
あ
と
で
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ク
ア
ン
ビ
ン
省
の
出
身
で
あ
る
。

　

フ
ン
氏
の
家
で
は
竈
神
の
神
像
だ
け
で
は
な
く
、
棺
桶
の
中
に
入
れ
る

五
穀
）
9
（
壺
や
死
者
の
頭
を
固
定
す
る
土
枕
な
ど
も
生
産
し
て
い
）
（1
（
る
。
両
親
は

土
器
の
生
産
は
し
て
お
ら
ず
、
叔
母
（
母
親
の
妹
）
か
ら
仕
事
を
受
け
継

い
だ
。
こ
の
叔
母
は
ト
ゥ
氏
の
母
親
で
あ
り
、
ト
ゥ
氏
の
父
親
は
デ
ィ
ア

リ
ン
村
で
最
初
に
竈
神
の
神
像
を
作
り
始
め
た
一
人
、
ホ
ア
ン
・
ヴ
ァ

ン
・
チ
ュ
ン
氏
で
あ
る
。

・
竈
神
の
神
像
の
生
産

　

フ
ン
氏
は
三
十
数
年
前
（
二
〇
二
〇
年
時
点
）
に
竈
神
の
神
像
を
作
り

始
め
、
当
初
は
実
用
品
も
兼
ね
た
土
製
支
脚
の
オ
ン
タ
オ
・
ロ
ン
と
オ
ン

タ
オ
・
ク
ア
ン
の
二
種
類
を
作
っ
て
い
た
。
現
在
は
オ
ン
タ
オ
・
グ
オ
イ

も
合
わ
せ
て
三
種
類
の
神
像
を
作
っ
て
い
る
が
、
素
地
作
り
か
ら
成
形
、

焼
成
ま
で
を
行
い
、
色
付
け
は
せ
ず
、
素
焼
き
の
ま
ま
買
取
り
の
業
者
な

ど
に
渡
し
て
い
る
。
ト
ゥ
氏
と
二
人
で
作
業
を
し
て
い
る
た
め
、
色
付
け

ま
で
は
で
き
な
い
と
い
う
。
基
本
的
に
作
業
は
ト
ゥ
氏
が
素
地
作
り
を
担

当
し
、
フ
ン
氏
が
成
形
か
ら
焼
成
ま
で
を
し
て
い
る
。

　

叔
母
か
ら
仕
事
を
受
け
継
い
だ
頃
は
、
オ
ン
タ
オ
・
ロ
ン
と
オ
ン
タ

オ
・
ク
ア
ン
の
二
種
類
の
神
像
を
同
じ
割
合
で
生
産
し
て
い
た
と
い
う
。

し
か
し
次
第
に
オ
ン
タ
オ
・
ク
ア
ン
を
多
く
作
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

調
理
道
具
と
し
て
土
製
支
脚
の
使
用
が
減
っ
て
い
っ
た
こ
と
と
、
土
製
支

た
の
か
、
は
っ
き
り
し
た
年
代
は
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
二
〇
一
五
年

に
七
〇
～
八
〇
歳
代
の
村
の
人
た
ち
に
話
を
聞
い
た
と
き
、
子
ど
も
の
頃

に
土
製
支
脚
を
使
用
し
て
い
て
も
小
型
の
神
像
が
祀
ら
れ
て
い
た
と
語
っ

て
い
る
。

五　

現
在
の
デ
ィ
ア
リ
ン
村
の
神
像
生
産

　

デ
ィ
ア
リ
ン
村
は
フ
ゥ
オ
ン
チ
ャ
ー
県
フ
ゥ
オ
ン
ヴ
ィ
ン
社
に
属
し
、

ナ
ム
ホ
ア
、
ド
ン
タ
イ
ン
、
ゴ
ア
ト
ゥ
オ
ン
の
三
つ
の
集
落
か
ら
な
る
。

フ
ゥ
オ
ン
ヴ
ィ
ン
社
は
、
南
を
フ
エ
都
城
に
接
し
、
東
は
フ
オ
ン
河
（
香

江
）
が
流
れ
る
。
デ
ィ
ア
リ
ン
の
名
前
は
、
フ
エ
地
域
の
地
誌
『
烏
州
近

録
』
に
「
地
霊
」
と
し
て
登
場
し
て
お
り
、
一
六
世
紀
に
は
成
立
し
て
い

た
村
で
あ
る
。

　

現
在
、
フ
エ
地
域
の
人
び
と
が
祀
る
竈
神
の
神
像
は
デ
ィ
ア
リ
ン
村
の

ゴ
ア
ト
ゥ
オ
ン
集
落
と
ナ
ム
ホ
ア
集
落
に
住
む
六
家
族
が
生
産
し
て
い
る
。

1
　
神
像
の
生
産
者

⑴　

ゴ
ー
・
ド
ゥ
ク
・
フ
ン
氏
と
ホ
ア
ン
・
テ
ィ
・
ト
ゥ
氏

　

ゴ
ー
・
ド
ゥ
ク
・
フ
ン
氏
（
以
下
フ
ン
氏
と
記
す
）
は
五
三
歳
（
二
〇
一

六
年
当
時
）
男
性
、
ゴ
ア
ト
ゥ
オ
ン
集
落
で
い
と
こ
の
ホ
ア
ン
・
テ
ィ
・

ト
ゥ
氏
（
以
下
ト
ゥ
氏
と
記
す
）
と
土
器
の
生
産
を
し
て
い
る
。
祖
先
は
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入
も
難
し
く
、
山
の
土
を
購
入
し
て
い
る
。

・
神
像
の
特
徴

　

フ
ン
氏
が
初
期
に
作
っ
て
い
た
オ
ン
タ
オ
・
ク
ア
ン
の
神
像
は
、
フ
ォ

ッ
ク
テ
ィ
ッ
ク
村
の
神
像
と
同
じ
く
土
製
支
脚
を
か
た
ど
っ
て
上
の
部
分

が
分
か
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
神
像
は
土
製
支
脚
の
部
分
が
壊
れ
や

す
か
っ
た
と
い
う
。
そ
の
た
め
試
行
錯
誤
を
重
ね
裏
側
を
一
枚
で
繫
げ
、

表
面
の
部
分
だ
け
で
三
本
の
土
製
支
脚
を
表
現
す
る
方
法
を
考
え
た
。
現

在
の
か
た
ち
に
す
る
ま
で
に
時
間
が
か
か
っ
た
が
、
そ
れ
に
よ
り
壊
れ
に

脚
を
実
用
品
と
し
て
使
用
し
て
い
て
も
祭
壇
に
オ
ン
タ
オ
・
ク
ア
ン
の
神

像
を
祀
る
人
が
増
え
て
い
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
フ
ン
氏
は
小
さ
い
方
が
祀

る
の
に
便
利
だ
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
と
い
う
。
だ
が
、
現
在
も
竈
神
は
実
際

に
煮
炊
き
に
使
用
し
て
き
た
オ
ン
タ
オ
・
ロ
ン
だ
と
考
え
て
い
る
人
た
ち

が
い
る
た
め
生
産
は
続
け
て
い
る
。
し
か
し
、
年
々
オ
ン
タ
オ
・
ロ
ン
の

需
要
は
減
り
、
二
〇
一
九
年
頃
か
ら
注
文
を
受
け
て
作
る
よ
う
に
な
っ
た
。

現
在
、
人
気
の
神
像
は
オ
ン
タ
オ
・
グ
オ
イ
で
あ
り
、
三
種
類
の
神
像
の

な
か
で
も
っ
と
も
多
く
生
産
し
て
い
る
。

　

フ
ン
氏
と
ト
ゥ
氏
は
よ
り
き
れ
い
で
壊
れ
に
く
い
竈
神
の
神
像
を
作
る

た
め
に
、
日
々
、
丁
寧
な
作
業
を
続
け
て
い
る
。
な
か
で
も
最
初
の
素
地

作
り
は
重
要
で
あ
る
。
石
な
ど
の
夾
雑
物
を
丹
念
に
取
り
除
き
、
ネ
ー
サ

ッ
ト
と
呼
ば
れ
る
針
金
を
張
り
つ
け
た
糸
鋸
で
何
度
も
土
を
薄
く
切
り
、

水
を
加
え
足
や
手
で
し
っ
か
り
と
捏
ね
る
。
重
労
働
で
大
変
な
作
業
で
は

あ
る
が
、
そ
れ
に
よ
り
焼
成
後
に
明
ら
か
な
違
い
が
で
て
、
壊
れ
に
く
く

触
っ
た
感
覚
も
な
め
ら
か
に
な
る
の
だ
と
い
う
。
割
れ
て
し
ま
っ
た
神
像

を
み
せ
な
が
ら
、
粘
土
に
多
く
の
夾
雑
物
が
残
っ
て
い
る
か
ら
、
と
説
明

し
て
く
れ
た
。
そ
れ
は
明
ら
か
に
デ
ィ
ア
リ
ン
村
の
生
産
者
以
外
の
人
が

作
っ
た
神
像
で
あ
る
。
フ
ン
氏
は
他
の
人
が
作
っ
た
神
像
を
市
場
な
ど
で

み
つ
け
て
は
購
入
し
て
、
自
分
の
作
る
神
像
と
比
べ
て
研
究
を
し
て
い
る

（
写
真
5
）。

・
原
料

　

二
〇
一
二
年
の
報
告

で
は
、
昔
は
デ
ィ
ア
リ

ン
村
の
飛
び
地
近
く
で

土
を
採
取
し
て
い
た
が
、

現
在
土
の
採
取
が
禁
止

さ
れ
て
お
り
、
水
田
の

下
の
土
で
あ
る
象
牙
色

の
粘
土
、
黄
色
粘
土
を

買
っ
て
い
る
と
あ
る
が

［
西
村

2012b

：284

］、

現
在
は
水
田
の
土
の
購
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り
変
わ
る
と
い
う
。
現
在
使
用
し
て
い
る
オ
ン
タ
オ
・
ク
ア
ン
の
型
は
ゾ

イ
の
木
（gô ~�dô ~i�

（dổi,�

ま
た
はgiổi

））、
日
本
名
は
タ
ラ
ウ
マ
、
幹
が
堅

牢
な
木
質
で
ベ
ト
ナ
ム
で
は
建
材
と
し
て
用
い
ら
れ
る
木
材
で
あ
る
。
オ

ン
タ
オ
・
グ
オ
イ
の
型
は
フ
オ
ン
の
木
（gô ~�h ương

）、
日
本
名
は
本
花

梨
ま
た
は
パ
ド
ッ
ク
（Padoauk,�

学
名Pterocarpus�m

acrocarpus

）、

マ
メ
科
の
広
葉
樹
で
重
く
て
堅
い
木
質
が
特
徴
で
あ
る
。

　

で
き
あ
が
っ
た
型
に
、
フ
ン
氏
は
自
分
で
工
夫
し
て
手
を
加
え
て
い
る
。

現
在
使
用
し
て
い
る
オ
ン
タ
オ
・
ク
ア
ン
と
グ
オ
イ
の
型
は
と
も
に
両
側

に
金
属
の
棒
を
自
分
で
は
め
込
ん
で
い
る
。
成
形
の
と
き
、
型
に
入
れ
た

粘
土
を
糸
鋸
で
削
る
際
に
滑
り
が
よ
く
な
り
、
素
早
く
ス
ム
ー
ズ
な
動
作

く
く
な
っ
た
と
い
う
。
今
で
は
他
の
生
産
者
も
裏
側
が
一
枚
に
繫
が
っ
た

フ
ン
氏
と
同
様
の
神
像
を
生
産
し
て
い
る
（
図
2
オ
ン
タ
オ
・
ク
ア
ン
を

参
照
）。

　

ま
た
、
フ
ン
氏
の
オ
ン
タ
オ
・
ク
ア
ン
は
真
ん
中
の
女
性
の
部
分
に
ヘ

ソ
が
作
ら
れ
て
い
る
。
フ
ォ
ッ
ク
テ
ィ
ッ
ク
村
の
神
像
の
ヘ
ソ
と
は
違
い
、

型
に
ヘ
ソ
と
な
る
部
分
が
彫
ら
れ
て
い
る
た
め
、
神
像
の
ヘ
ソ
は
デ
ベ
ソ

の
よ
う
に
外
側
に
飛
び
出
て
い
る
。
こ
れ
は
フ
ン
氏
の
神
像
独
自
の
も
の

で
あ
り
、
市
場
な
ど
で
み
か
け
た
折
に
も
す
ぐ
に
フ
ン
氏
の
神
像
と
見
分

け
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
神
像
の
型

　

オ
ン
タ
オ
・
ク
ア
ン
の
型
は
、
最
初
は
ホ
ア
ン
・
ヴ
ァ
ン
・
チ
ュ
ン
氏

が
使
用
し
て
い
た
型
と
同
じ
も
の
を
使
っ
て
い
た
が
、
前
述
し
た
よ
う
に

そ
の
後
自
分
で
改
良
を
加
え
て
い
る
。

　

現
在
、
フ
ン
氏
は
神
像
の
型
を
オ
ン
タ
オ
・
ロ
ン
一
つ
、
オ
ン
タ
オ
・

ク
ア
ン
五
つ
、
オ
ン
タ
オ
・
グ
オ
イ
五
つ
、
所
有
し
て
い
る
。
型
は
必
要

な
と
き
に
取
り
出
し
て
使
用
す
る
た
め
、
捨
て
ず
に
屋
根
裏
に
置
い
て
残

し
て
い
る
。
最
も
古
い
型
は
約
一
五
年
間
使
用
し
て
き
た
と
い
う
。

　

型
作
り
は
彫
刻
師
に
依
頼
し
、
費
用
は
型
の
原
料
と
彫
刻
を
合
わ
せ
て

三
〇
万
ド
ン
（
約
一
五
〇
〇
）
（（
（
円
）
で
あ
る
。
神
像
の
型
の
原
料
は
最
も
堅

い
リ
ム
の
木
（gô ~�lim

）
と
呼
ば
れ
る
鉄
木
が
い
い
が
、
そ
の
と
き
に
よ
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ン
ほ
ど
高
く
取
引
し
て
い
た
と
い
う
が
、
フ
ン
氏
は
前
年
と
同
じ
く
五
〇

〇
ド
ン
だ
っ
た
。

・
流
通

　

神
像
の
多
く
は
ド
ン
バ
ー
市
場
で
売
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
と
い
う
。
と

い
う
の
も
、
焼
成
の
あ
と
他
の
人
に
渡
す
の
で
詳
し
い
流
通
は
わ
か
ら
な

い
の
で
あ
る
。
フ
エ
地
域
以
外
に
ク
ア
ン
ナ
ム
省
ダ
ナ
ン
や
ホ
イ
ア
ン
、

ク
ア
ン
チ
省
か
ら
も
人
が
買
い
付
け
に
来
る
。
し
か
し
、
そ
の
場
合
は
箱

詰
め
す
る
た
め
の
箱
や
テ
ー
プ
等
は
フ
ン
氏
の
実
費
と
な
り
、
そ
れ
を
差

し
引
く
と
利
益
は
非
常
に
少
な
い
と
い
う
。

　

フ
ン
氏
の
祖
先
の
出
身
地
で
あ
る
ク
ア
ン
ビ
ン
省
で
も
竈
神
の
神
像
は

流
通
し
て
お
り
、
オ
ン
タ
オ
・
ロ
ン
と
小
型
の
神
像
の
二
つ
を
祀
っ
て
い

る
と
い
う
。

・
箱
型
レ
ン
ガ
窯

　

敷
地
に
建
て
ら
れ
た
小
屋
の
中
に
焼
成
の
た
め
の
レ
ン
ガ
窯
が
作
ら
れ

て
い
る
。
箱
型
で
大
き
さ
は
、
一
二
〇
㎝
幅
×
一
二
三
㎝
奥
行
き
×
九
一

㎝
高
さ
で
あ
る
。
竈
神
の
神
像
以
外
に
五
穀
壺
な
ど
を
生
産
し
て
い
る
た

め
、
窯
を
解
体
す
る
こ
と
は
な
い
。

が
で
き
る
の
だ
と
い
う
。
ま
た
、
三
柱
を
か
た
ど
っ
た
オ
ン
タ
オ
・
グ
オ

イ
の
型
は
顔
の
表
情
、
特
に
鼻
を
き
れ
い
に
残
す
た
め
の
細
か
い
調
整
も

自
分
で
し
て
い
る
。
フ
ン
氏
の
神
像
の
型
は
、
オ
ン
タ
オ
・
ク
ア
ン
だ
け

で
な
く
オ
ン
タ
オ
・
グ
オ
イ
に
も
ヘ
ソ
が
作
ら
れ
て
い
る
（
写
真
6
）。

・
神
像
の
価
格

　

素
焼
き
の
竈
神
の
神
像
は
、
二
〇
一
三
年
は
卸
値
で
一
個
三
〇
〇
ド
ン

（
約
一
円
五
〇
銭
）、
二
〇
一
四
年
は
五
〇
〇
ド
ン
（
約
二
円
五
〇
銭
）。
二

〇
二
〇
年
ま
で
毎
年
継
続
的
に
価
格
を
調
査
し
て
い
る
が
、
三
〇
〇
ド
ン

か
ら
五
〇
〇
ド
ン
の
間
を
行
っ
た
り
来
た
り
し
て
い
る
。
こ
の
卸
値
を
決

め
る
の
は
自
分
で
あ
り
、
健
全
な
価
格
競
争
に
よ
る
も
の
だ
と
フ
ン
氏
は

い
う
。
し
か
し
、
フ
ン
氏
が
素
焼
き
の
神
像
を
五
〇
〇
ド
ン
で
卸
す
の
に

対
し
、
近
所
の
人
が
そ
の
神
像
を
買
い
取
り
色
付
け
し
た
も
の
が
市
場
で

は
一
個
五
〇
〇
〇
ド
ン
（
約
二
五
円
）
で
売
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。
自
分

た
ち
は
大
変
な
思
い
を
し
て
作
っ
て
い
る
が
儲
か
ら
な
く
、
色
付
け
す
る

人
や
市
場
の
人
た
ち
が
よ
り
多
く
儲
け
て
い
る
と
話
し
た
こ
と
が
あ
る
。

神
像
の
生
産
工
程
は
、
原
料
の
購
入
、
素
地
作
り
か
ら
焼
成
ま
で
大
変
な

作
業
で
あ
る
。

　

二
〇
二
〇
年
一
〇
月
フ
エ
地
域
は
大
雨
と
洪
水
で
大
き
な
被
害
を
う
け

た
。
神
像
の
生
産
に
も
影
響
し
、
生
産
量
が
少
な
く
、
そ
れ
に
よ
り
卸
値

価
格
は
上
が
っ
た
と
い
う
。
周
り
で
は
素
焼
き
の
神
像
は
一
個
二
〇
〇
ド
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そ
れ
ぞ
れ
家
庭
を
持
ち
、
家
族
単
位
で
神
像
を
生
産
し
て
い
る
。
ヴ
ォ

ー
・
ヴ
ァ
ン
家
が
所
有
す
る
家
譜
情
報
か
ら
初
代
は
今
か
ら
お
よ
そ
一
〇

〇
年
前
に
、
ビ
ン
デ
ィ
ン
省
か
ら
フ
エ
へ
移
住
し
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る

が
、
そ
こ
に
職
業
に
つ
い
て
の
記
載
は
な
い
。

　

父
ヴ
ォ
ー
・
ヴ
ァ
ン
・
ラ
ッ
ク
氏
の
時
代
に
は
集
落
内
で
神
像
を
生
産

し
て
い
た
人
た
ち
が
何
人
か
い
た
と
い
う
が
、
現
在
ナ
ム
ホ
ア
集
落
で
は

四
兄
弟
の
み
が
生
産
を
続
け
て
い
る
。

①
長
男
ヴ
ォ
ー
・
ヴ
ァ
ン
・
ド
ッ
ク
氏

　

四
兄
弟
の
長
男
ド
ッ
ク
氏
は
六
二
歳
（
二
〇
一
六
年
当
時
）、
妻
と
三
人

の
息
子
が
い
る
。
ド
ッ
ク
氏
の
家
は
、
両
親
の
家
の
前
、
道
を
挟
ん
で
向

か
い
側
に
建
て
ら
れ
て
い
る
。
現
在
、
息
子
た
ち
は
結
婚
し
て
そ
れ
ぞ
れ

仕
事
を
し
て
お
り
、
神
像
生
産
を
引
き
継
い
で
い
る
人
は
い
な
い
。
主
に

妻
と
二
人
で
作
業
を
し
て
い
る
が
、
同
居
し
て
い
る
三
男
夫
婦
が
繁
忙
期

に
夫
婦
で
手
伝
っ
て
い
る
。

・
神
像
の
生
産

　

現
在
、
三
種
類
の
神
像
を
生
産
し
て
い
る
が
、
最
も
多
い
の
は
オ
ン
タ

オ
・
グ
オ
イ
の
神
像
で
あ
る
。
一
日
に
約
六
〇
〇
個
を
成
形
す
る
。
ド
ッ

ク
氏
が
成
形
を
し
、
焼
成
は
夫
婦
で
行
う
。
焼
成
の
た
め
窯
の
中
に
乾
燥

さ
せ
た
竈
神
の
神
像
と
籾
殻
を
交
互
に
配
置
す
る
。
火
が
均
等
に
ま
わ
る

・
竈
神
の
祭
壇

　

竈
神
の
祭
壇
は
台
所
の
ガ
ス
コ
ン
ロ
の
置
か
れ
た
壁
の
上
部
に
作
ら
れ
、

そ
こ
に
香
炉
と
オ
ン
タ
オ
・
グ
オ
イ
の
神
像
と
版
画
、
水
が
置
か
れ
て
い

る
。
非
常
に
シ
ン
プ
ル
で
あ
る
。
新
し
い
年
を
迎
え
、
神
像
の
生
産
を
始

め
る
と
き
に
は
自
分
の
家
の
竈
神
に
祈
願
を
す
る
。

　

年
末
、
竈
神
の
儀
礼
に
合
わ
せ
た
神
像
の
生
産
が
終
わ
る
と
、
竈
神
の

神
像
作
り
は
少
し
休
み
に
入
る
。
一
年
間
使
用
し
て
き
た
オ
ン
タ
オ
・
ク

ア
ン
と
オ
ン
タ
オ
・
グ
オ
イ
の
二
つ
の
型
は
き
れ
い
に
掃
除
し
、
年
末
か

ら
テ
ト
に
か
け
て
竈
神
の
祭
壇
に
置
か
れ
る
。
フ
ン
氏
に
よ
る
と
神
聖
な

も
の
と
し
て
祀
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
壊
れ
た
り
汚
れ
た
り
し
な
い

場
所
と
し
て
置
い
て
い
る
だ
け
だ
と
い
う
。

・
竈
神
の
神
像
に
ま
つ
わ
る
話

　

台
所
は
清
潔
に
し
て
、
竈
神
を
祀
る
場
所
も
き
れ
い
に
し
て
お
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
も
し
清
潔
が
保
て
な
い
と
家
族
の
人
た
ち
が
病
気
に
な

り
、
ま
た
、
竈
神
の
神
像
を
鶏
が
倒
す
と
子
ど
も
が
病
気
に
な
る
。
も
し

子
ど
も
が
目
の
病
気
や
涙
が
非
常
に
出
る
場
合
は
、
竈
神
の
神
像
を
削
っ

て
目
に
つ
け
る
と
治
る
と
い
う
。

⑵　

ヴ
ォ
ー
・
ヴ
ァ
ン
家
四
兄
弟

　

ヴ
ォ
ー
・
ヴ
ァ
ン
・
ラ
ッ
ク
氏
の
四
人
の
息
子
は
、
ナ
ム
ホ
ア
集
落
で
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で
あ
っ
た
。

　

神
像
の
セ
ッ
ト
に
入
れ
る
竈
神
の
版
画
や
ア
オ
ビ
ン
と
呼
ば
れ
る
竈
神

の
服
、
そ
れ
ら
を
入
れ
る
ビ
ニ
ー
ル
の
袋
は
自
分
た
ち
で
市
場
な
ど
で
購

入
し
て
い
る
。

・
神
像
の
型

　

ド
ッ
ク
氏
の
三
男
は
彫
刻
の
仕
事
を
し
て
お
り
、
ド
ッ
ク
氏
が
使
用
す

る
竈
神
の
神
像
の
型
を
製
作
し
て
い
る
。
息
子
が
神
像
の
型
を
作
る
以
前

は
村
の
彫
刻
師
に
依
頼
し
、
そ
の
と
き
は
一
つ
の
型
の
価
格
は
二
〇
万
ド

ン
（
約
一
〇
〇
〇
円
）
で
あ
っ
た
。

・
箱
型
レ
ン
ガ
窯
の
解
体
と
組
み
立
て

　

焼
成
の
た
め
の
レ
ン
ガ
窯
は
家
の
中
、
壁
の
三
方
が
ほ
ぼ
あ
け
放
さ
れ

た
空
間
に
作
ら
れ
て
い
る
。
ド
ッ
ク
氏
の
家
は
、
竈
神
の
神
像
の
み
を
生

産
し
て
お
り
、
竈
神
の
儀
礼
が
過
ぎ
る
と
し
ば
ら
く
焼
成
は
し
な
い
た
め
、

毎
年
窯
を
解
体
す
る
。
そ
し
て
、
陰
暦
三
月
に
な
る
と
夫
婦
二
人
で
レ
ン

ガ
を
積
み
上
げ
て
窯
を
組
み
立
て
る
。
組
み
立
て
は
一
日
で
完
成
す
る
が
、

そ
の
年
に
よ
っ
て
多
少
大
き
さ
が
変
わ
る
と
い
う
。
二
〇
一
五
年
の
窯
の

大
き
さ
は
約
一
二
〇
㎝
幅
×
一
〇
〇
㎝
奥
×
一
〇
〇
㎝
高
さ
で
あ
る
。

よ
う
に
神
像
の
間
に
粘
土
の
か
け
ら
を
は
め
込
み
、
水
平
に
し
て
バ
ラ
ン

ス
を
整
え
な
が
ら
積
み
上
げ
る
。
細
か
な
作
業
だ
が
、
そ
の
違
い
は
焼
成

後
に
あ
ら
わ
れ
る
と
い
う
。
二
〇
一
五
年
は
窯
の
中
に
八
列
一
二
層
積
み

上
げ
て
い
た
。

　

色
付
け
や
袋
詰
め
な
ど
は
妻
と
三
男
夫
婦
も
手
伝
っ
て
い
る
。
こ
こ
最

近
は
今
ま
で
の
オ
ン
タ
オ
・
ク
ア
ン
よ
り
二
回
り
ほ
ど
大
き
い
も
の
も
作

っ
て
い
る
。

　

二
〇
二
〇
年
の
大
雨
と
洪
水
で
は
家
の
中
に
も
水
が
入
り
、
窯
や
作
業

途
中
の
神
像
の
多
く
が
水
に
浸
か
り
、
窯
で
の
焼
成
も
で
き
ず
、
神
像
の

ほ
と
ん
ど
が
商
品
に
な
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
一
見
す
る
と
今
ま
で

の
も
の
と
変
わ
り
な
い
焼
成
後
の
神
像
も
多
く
あ
っ
た
が
、
ド
ッ
ク
氏
夫

婦
は
水
に
浸
か
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
商
品
と
し
て
出
せ
な
い
と
廃
棄
し
て

い
た
。
例
年
は
一
年
間
で
約
七
万
個
生
産
し
て
い
る
が
、
こ
の
年
は
三
万

個
と
半
分
以
下
で
あ
っ
た
。

・
神
像
の
価
格

　

色
付
け
し
た
オ
ン
タ
オ
・
グ
オ
イ
に
竈
神
の
版
画
な
ど
を
袋
に
入
れ
た

セ
ッ
ト
一
つ
が
一
五
〇
〇
～
二
〇
〇
〇
ド
ン
（
約
七
円
五
〇
銭
～
一
〇
円
）、

漆
を
塗
っ
た
オ
ン
タ
オ
・
ク
ア
ン
一
〇
〇
セ
ッ
ト
一
箱
が
一
〇
万
ド
ン

（
約
五
〇
〇
円
）
で
あ
る
。
二
〇
二
〇
年
は
生
産
量
が
少
な
か
っ
た
た
め
、

価
格
が
上
が
り
、
一
〇
〇
セ
ッ
ト
一
箱
が
二
〇
万
ド
ン
（
約
一
〇
〇
〇
円
）
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男
が
型
入
れ
を
担
当
し
、
一
日
に
約
七
〇
〇
個
を
成
形
す
る
。
ズ
ッ
ク
氏

の
仕
事
は
神
像
の
焼
成
で
あ
る
。
レ
ン
ガ
窯
は
敷
地
内
に
置
か
れ
、
神
像

を
焼
成
す
る
前
に
は
窯
に
線
香
を
供
え
拝
礼
し
て
か
ら
火
を
入
れ
る
と
い

う
。
娘
は
色
付
け
を
担
当
し
、
息
子
の
嫁
は
出
来
上
が
っ
た
神
像
を
ダ
ン

ボ
ー
ル
に
詰
め
る
作
業
を
す
る
。

　

ズ
ッ
ク
氏
の
家
も
竈
神
の
神
像
の
み
を
生
産
し
て
い
る
た
め
、
焼
成
の

期
間
が
終
わ
る
と
窯
は
解
体
さ
れ
る
。

・
竈
神
の
祭
壇

　

ズ
ッ
ク
氏
に
と
っ
て
竈
神
は
実
用
品
と
し
て
使
用
し
て
き
た
土
製
支
脚

で
あ
り
、
ま
た
自
分
た
ち
が
作
る
小
型
の
神
像
も
大
切
で
あ
る
た
め
、
壁

の
上
部
に
作
ら
れ
た
祭
壇
で
は
オ
ン
タ
オ
・
グ
オ
イ
の
神
像
を
祀
り
、
地

面
の
上
で
は
オ
ン
タ
オ
・
ロ
ン
を
祀
っ
て
い
る
。

　

屋
内
で
豚
を
飼
育
し
て
お
り
、
そ
の
飼
料
を
作
っ
た
り
す
る
た
め
に
地

炉
に
手
作
り
の
竈
が
作
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
地
炉
の
脇
に
オ
ン
タ
オ
・
ロ

ン
は
祀
ら
れ
て
い
る
。
現
在
、
オ
ン
タ
オ
・
ロ
ン
は
実
際
の
調
理
に
使
用

し
て
い
な
い
が
、
テ
ト
や
陰
暦
一
日
、
一
四
日
、
三
〇
日
に
は
火
を
入
れ

て
オ
ン
タ
オ
・
ロ
ン
を
温
め
る
と
い
う
。

・
神
像
の
生
産
と
迷
信
異
端
の
禁
止

　

一
九
七
五
年
ベ
ト
ナ
ム
は
南
北
統
一
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
こ
れ
ま

・
原
料

　

原
料
の
粘
土
の
質
は
神
像
作
り
に
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
原
料
の
価
格

が
毎
年
上
が
り
、
そ
れ
が
最
も
心
配
な
こ
と
だ
と
い
う
。
陰
暦
二
〇
二
〇

年
一
二
月
の
年
末
、
翌
年
一
年
分
の
土
を
購
入
し
た
。
土
は
ト
ラ
ッ
ク
で

運
ば
れ
、
一
台
分
が
土
四
塊
、
一
〇
〇
万
ド
ン
（
約
五
〇
〇
〇
円
）、
ド
ッ

ク
氏
は
三
ト
ラ
ッ
ク
分
の
土
を
購
入
し
た
。

・
竈
神
の
祭
壇

　

竈
神
の
祭
壇
に
は
、
オ
ン
タ
オ
・
ク
ア
ン
の
素
焼
き
の
神
像
が
祀
ら
れ

て
い
る
。
一
番
大
切
な
神
像
は
土
製
支
脚
で
あ
る
オ
ン
タ
オ
・
ロ
ン
で
あ

る
。
そ
の
た
め
、
そ
れ
を
か
た
ど
っ
た
オ
ン
タ
オ
・
ク
ア
ン
を
祀
っ
て
い

る
と
い
う
。

②
次
男
ヴ
ォ
ー
・
ヴ
ァ
ン
・
ズ
ッ
ク
氏

　

ズ
ッ
ク
氏
は
六
〇
歳
（
二
〇
一
六
年
当
時
）、
妻
と
子
ど
も
二
人
（
息
子

と
娘
）
が
い
る
。
子
ど
も
た
ち
は
結
婚
し
て
そ
れ
ぞ
れ
子
ど
も
が
い
る
。

両
親
の
家
の
後
ろ
に
ズ
ッ
ク
氏
の
家
は
建
て
ら
れ
て
い
る
。

・
神
像
の
生
産
と
レ
ン
ガ
窯

　

竈
神
儀
礼
の
少
し
前
の
繁
忙
期
に
は
、
息
子
と
そ
の
嫁
、
結
婚
し
て
近

く
に
住
む
娘
も
戻
っ
て
き
て
家
族
総
出
で
作
業
を
す
る
。
ズ
ッ
ク
氏
の
長
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が
主
に
妻
が
行
い
、
成

形
は
ナ
ム
氏
、
繁
忙
期

に
は
息
子
や
娘
、
そ
の

友
人
が
色
付
け
、
袋
詰

め
を
手
伝
っ
て
い
る
。

神
像
の
他
に
五
穀
壺
も

生
産
し
て
い
る
た
め
窯

を
解
体
す
る
こ
と
は
な

い
。
窯
の
大
き
さ
は
、

約
一
四
五
㎝
幅
×
一
三

〇
㎝
奥
行
き
×
一
〇
〇

㎝
高
さ
で
あ
る
（
写
真

7
）。

で
北
部
地
域
の
社
会
政
策
で
あ
っ
た
迷
信
異
端
に
対
す
る
厳
し
い
取
り
締

ま
り
が
中
南
部
地
域
で
も
進
め
ら
れ
た
。
シ
ン
村
の
版
画
業
は
そ
の
対
象

と
な
り
多
く
の
版
木
が
壊
さ
れ
）
（1
（

た
。

　

竈
神
の
神
像
生
産
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
長
男
ド
ッ
ク
氏
と
次
男
ズ

ッ
ク
氏
が
記
憶
し
て
い
る
。
そ
の
当
時
は
ま
だ
実
用
品
も
兼
ね
た
オ
ン
タ

オ
・
ロ
ン
の
生
産
が
多
く
、
そ
れ
は
煮
炊
き
の
た
め
の
道
具
で
も
あ
っ
た

た
め
、
特
に
何
の
支
障
も
な
く
生
産
し
て
い
た
と
い
う
。
同
時
に
オ
ン
タ

オ
・
ク
ア
ン
も
生
産
し
て
い
た
が
、
そ
れ
も
問
題
は
な
か
っ
た
と
い
う
。

③
三
男
ヴ
ォ
ー
・
ヴ
ァ
ン
・
ハ
イ
氏

　

ハ
イ
氏
は
五
八
歳
（
二
〇
一
六
年
当
時
）、
妻
と
子
ど
も
二
人
（
息
子
と

娘
）
が
い
る
。
家
は
実
家
の
後
ろ
、
次
男
ズ
ッ
ク
氏
の
家
の
隣
に
建
て
ら

れ
て
い
る
。

　

ハ
イ
氏
の
家
も
竈
神
の
神
像
の
み
を
生
産
し
て
い
る
た
め
、
家
の
中
に

作
ら
れ
た
箱
型
レ
ン
ガ
窯
は
、
焼
成
の
作
業
が
全
て
終
わ
る
と
解
体
さ
れ

る
。
解
体
後
の
場
所
に
は
、
簡
易
の
炉
に
レ
ン
ガ
を
積
み
重
ね
た
竈
が
作

ら
れ
、
そ
こ
で
湯
を
沸
か
し
た
り
し
て
い
る
。
別
の
場
所
に
ガ
ス
コ
ン
ロ

が
あ
り
、
そ
の
壁
の
上
部
に
祭
壇
が
作
ら
れ
、
ハ
イ
氏
の
家
で
作
ら
れ
た

色
付
け
さ
れ
た
オ
ン
タ
オ
・
グ
オ
イ
が
祀
ら
れ
て
い
る
。

④�

四
男
ヴ
ォ
ー
・
ヴ
ァ
ン
・
ナ
ム
氏

　

ナ
ム
氏
は
五
一
歳
（
二
〇
一
六
年
当
時
）、
妻
と
二
人
の
子
ど
も
（
娘
と

息
子
）
が
い
る
。
四
男
の
ナ
ム
氏
が
両
親
の
家
を
継
い
で
お
り
、
父
の
代

か
ら
の
焼
成
用
の
箱
型
レ
ン
ガ
窯
は
道
路
を
挟
ん
で
向
か
い
側
、
長
男
ド

ッ
ク
氏
の
家
の
隣
に
あ
る
小
屋
の
中
に
作
ら
れ
て
い
る
。

・
神
像
の
生
産

　

神
像
は
主
に
夫
婦
で
生
産
し
て
い
る
。
夫
婦
で
素
地
作
り
を
し
て
い
る
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け
て
温
め
て
い
る
。

　

ナ
ム
氏
は
、
竈
神
を
不
思
議
な
神
だ
と
思
う
と
い
う
。
き
れ
い
に
し
て

竈
神
を
祀
る
こ
と
が
大
切
で
、
も
し
汚
い
場
所
で
祀
る
と
子
ど
も
が
病
気

に
な
る
と
い
う
。

・
神
像
の
流
通
（
四
兄
弟
）

　

四
兄
弟
は
、
色
付
け
し
た
神
像
と
竈
神
の
版
画
な
ど
を
袋
に
入
れ
て
一

つ
の
セ
ッ
ト
に
し
た
も
の
を
段
ボ
ー
ル
に
詰
め
、
自
転
車
に
乗
せ
て
自
分

た
ち
で
ド
ン
バ
ー
市
場
に
卸
し
に
行
く
。
主
に
女
性
た
ち
の
仕
事
で
あ
る
。

そ
の
ほ
か
に
業
者
が
買
い
付
け
に
く
る
。
ク
ア
ン
チ
省
や
ク
ア
ン
ビ
ン
省

で
も
販
売
さ
れ
、
最
近
で
は
ハ
ノ
イ
や
サ
イ
ゴ
ン
ま
で
流
通
が
広
が
っ
て

い
る
と
聞
く
が
、
自
分
た
ち
は
神
像
を
生
産
し
て
業
者
に
売
る
だ
け
で
、

手
元
を
離
れ
た
神
像
が
ど
こ
に
売
ら
れ
て
い
る
の
か
は
わ
か
ら
な
い
と
い

う
。

⑶　

チ
ュ
ォ
ン
・
ヴ
ァ
ン
・
ム
オ
イ
氏
と
息
子
ダ
ッ
ト
氏

　

チ
ュ
ォ
ン
・
ヴ
ァ
ン
・
ム
オ
イ
氏
（
以
下
ム
オ
イ
氏
と
記
す
）
は
七
二

歳
（
二
〇
一
五
年
当
時
）、
妻
と
二
人
の
息
子
が
い
る
が
息
子
た
ち
は
彫
刻

を
仕
事
と
し
て
お
り
、
ム
オ
イ
氏
が
一
人
で
、
神
像
の
生
産
を
し
て
い
る
。

も
と
も
と
祖
先
は
大
工
で
あ
り
、
デ
ィ
ア
リ
ン
村
で
周
り
の
人
が
竈
神
の

神
像
を
作
る
の
を
み
て
自
分
も
始
め
た
と
い
う
。
二
〇
一
二
年
の
報
告
に

・
原
料

　

二
〇
一
二
年
の
報
告
に
は
デ
ィ
ア
リ
ン
村
の
飛
び
地
の
水
田
の
主
か
ら

購
入
、
船
で
行
き
土
を
購
入
し
て
持
ち
帰
る
と
あ
る
が
［
西
村

2012b

：

281

］、
二
〇
一
三
年
に
話
を
聞
い
た
と
き
に
は
、
デ
ィ
ア
リ
ン
村
に
原
料

の
粘
土
を
売
り
に
く
る
人
た
ち
が
お
り
、
一
サ
）
（1
（
オ
約
一
〇
〇
万
ド
ン
（
二

〇
一
三
年
調
査
時
点
で
約
四
千
円
）
で
水
田
の
土
を
購
入
し
て
い
た
。
現
在

は
水
田
の
土
の
購
入
は
難
し
く
な
っ
て
い
る
。

・
竈
神
の
祭
壇

　

ナ
ム
氏
の
家
の
竈
神
は
祭
壇

に
オ
ン
タ
オ
・
ロ
ン
と
オ
ン
タ

オ
・
グ
オ
イ
の
二
つ
が
祀
ら
れ

て
い
る
（
写
真
8
）。
土
製
支

脚
で
あ
る
オ
ン
タ
オ
・
ロ
ン
は

竈
神
と
し
て
大
切
で
あ
る
と
い

う
。
そ
の
た
め
、
台
所
の
壁
の

上
部
の
冷
た
い
場
所
で
祀
ら
れ

る
竈
神
を
テ
ト
や
毎
月
三
〇
日
、

一
日
、
一
四
日
に
祭
壇
か
ら
降

ろ
し
て
地
面
に
お
き
、
火
を
つ
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と
な
り
、
イ
エ
ム
氏
が
祈
願
し

た
竈
神
を
求
め
て
人
び
と
が
訪

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

フ
エ
市
内
に
あ
る
イ
エ
ム
氏
の

自
宅
に
は
大
き
な
竈
神
の
祭
壇

が
あ
り
、
イ
ェ
ム
氏
の
亡
き
後

は
妻
が
引
き
継
い
で
竈
神
へ
の

祈
願
と
儀
礼
を
行
な
っ
て
い
る
。

西
村
は
イ
ェ
ム
氏
に
つ
い
て
風

水
を
得
意
と
す
る
と
説
明
し
て

い
る
［
西
村

2012b

：286

］。

　

そ
の
イ
ェ
ム
氏
か
ら
依
頼
さ

れ
た
型
を
製
作
し
た
の
は
後
述

す
る
息
子
の
ダ
ッ
ト
氏
で
あ
る
。

イ
ェ
ム
氏
が
訪
ね
て
以
来
、
ム

オ
イ
氏
は
イ
ェ
ム
氏
と
の
契
約

か
ら
市
場
で
販
売
す
る
こ
と
は

な
く
な
り
、
注
文
さ
れ
た
神
像

だ
け
を
作
る
よ
う
に
な
っ
た
。

現
在
の
オ
ン
タ
オ
・
ク
ア
ン
の

神
像
は
一
九
九
六
年
か
ら
生
産

は
、
一
九
八
二
年
以
降
に
前
述
し
た
ホ
ア
ン
・
ヴ
ァ
ン
・
チ
ュ
ン
氏
に
つ

い
て
土
器
作
り
を
習
い
作
り
始
め
た
と
記
さ
れ
て
い
る
［
西
村

2012b

：

286

］。

・
現
在
の
竈
神
の
神
像
の
生
産

　

ム
オ
イ
氏
の
生
産
す
る
神
像
は
、
素
焼
き
の
オ
ン
タ
オ
・
ク
ア
ン
の
一

種
類
の
み
で
あ
り
、
市
場
で
は
売
ら
れ
て
い
な
い
。
ホ
ー
・
ヴ
ァ
ン
・
イ

ェ
ム
氏
（
以
下
イ
ェ
ム
氏
と
記
す
）
の
祀
る
竈
神
を
信
仰
す
る
人
び
と
の

た
め
の
神
像
を
生
産
し
て
い
る
。
イ
ェ
ム
氏
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

　

神
像
の
大
き
さ
は
、
一
一
・
五
㎝
横
×
一
〇
・
五
㎝
縦
、
他
の
生
産
者

が
作
る
オ
ン
タ
オ
・
ク
ア
ン
よ
り
大
き
い
（
写
真
9
）。
神
像
に
は
ヘ
ソ

が
作
ら
れ
て
い
る
が
、
型
に
は
ヘ
ソ
が
彫
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、

成
形
し
て
型
か
ら
取
り
出
し
た
後
、
や
わ
ら
か
い
う
ち
に
消
し
ゴ
ム
付
き

鉛
筆
の
消
し
ゴ
ム
が
な
く
な
っ
た
後
の
金
具
の
部
分
を
活
用
し
て
円
形
の

跡
を
つ
け
る
。
色
付
け
や
漆
を
塗
る
こ
と
は
な
く
、
乾
燥
さ
せ
焼
成
し
て

完
成
で
あ
る
（
写
真
10
）。

　

こ
の
神
像
を
作
る
き
っ
か
け
は
、
あ
る
日
イ
ェ
ム
氏
が
デ
ィ
ア
リ
ン
村

に
や
っ
て
き
て
、
土
を
練
っ
て
い
た
面
識
の
な
い
ム
オ
イ
氏
に
竈
神
の
神

像
の
型
を
作
る
よ
う
に
依
頼
し
た
と
い
う
。
イ
ェ
ム
氏
は
十
数
年
前
に
亡

く
な
っ
て
い
る
。
妻
の
話
に
よ
る
と
、
イ
ェ
ム
氏
の
身
体
に
あ
る
日
突
然

竈
神
が
入
っ
て
き
て
、
そ
れ
以
降
イ
ェ
ム
氏
の
家
が
竈
神
を
祀
る
中
心
地
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て
欲
し
い
と
依
頼
が
あ
っ
た
。
そ
の
頃
は
誰
も
三
柱
を
か
た
ど
っ
た
神
像

を
作
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
て

型
を
彫
っ
て
い
た
と
い
う
。
出
来
上
が
っ
た
オ
ン
タ
オ
・
グ
オ
イ
の
型
は

一
九
九
四
～
一
九
九
六
年
ま
で
使
用
し
て
い
た
。

　

し
か
し
、
イ
ェ
ム
氏
が
竈
神
を
祀
る
の
は
や
は
り
土
製
支
脚
を
か
た
ど

っ
た
オ
ン
タ
オ
・
ク
ア
ン
の
神
像
が
い
い
と
い
っ
た
た
め
、
少
し
大
き
め

の
オ
ン
タ
オ
・
ク
ア
ン
の
型
が
作
ら
れ
た
。
そ
れ
が
現
在
の
型
と
神
像
で

あ
る
。
そ
の
後
、
ダ
ッ
ト
氏
や
ム
オ
イ
氏
は
オ
ン
タ
オ
・
グ
オ
イ
の
神
像

や
型
を
作
っ
て
い
な
い
。
ダ
ッ
ト
氏
は
最
初
に
作
っ
た
型
を
残
し
て
い
な

い
が
、
親
子
が
オ
ン
タ
オ
・
グ
オ
イ
の
型
を
使
用
し
な
く
な
っ
た
後
、
デ

ィ
ア
リ
ン
村
の
神
像
生
産
者
の
あ
い
だ
で
ダ
ッ
ト
氏
の
型
を
真
似
て
オ
ン

タ
オ
・
グ
オ
イ
の
型
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ダ
ッ
ト
氏
に
よ
れ
ば
、

自
分
が
考
案
し
た
も
の
と
同
じ
で
あ
る
と
い
う
。
そ
れ
が
今
の
神
像
オ
ン

タ
オ
・
グ
オ
イ
の
始
ま
り
で
あ
る
。

2
　
神
像
の
生
産
工
程

　

ベ
ト
ナ
ム
の
正
月
が
あ
け
て
神
像
を
作
り
始
め
る
前
に
は
、
各
生
産
者

は
自
分
の
家
の
竈
神
の
祭
壇
に
供
物
：
花
、
果
物
、
檳
榔
、
酒
な
ど
を
供

え
て
、
こ
れ
か
ら
竈
神
の
神
像
作
り
を
始
め
る
こ
と
を
報
告
し
拝
礼
す
る
。

焼
成
の
前
に
、
レ
ン
ガ
窯
に
線
香
を
供
え
て
拝
礼
し
、
そ
れ
か
ら
火
を
つ

け
る
。
最
後
に
神
像
を
す
べ
て
作
り
終
え
た
あ
と
に
も
、
家
の
竈
神
の
祭

し
て
い
る
。
神
像
は
三
〇
〇
〇
個
で
八
〇
〇
万
ド
ン
（
約
四
万
円
）
と
い

う
。

　

今
は
イ
ェ
ム
氏
の
妻
が
毎
年
六
月
に
必
要
な
個
数
を
注
文
し
、
出
来
上

が
る
と
シ
ク
ロ
（
人
力
三
輪
車
）
で
受
け
取
り
に
く
る
。
そ
の
と
き
イ
ェ

ム
氏
の
妻
は
、
ム
オ
イ
氏
の
家
で
受
け
取
っ
た
神
像
に
儀
式
を
し
て
、
そ

れ
か
ら
持
ち
帰
る
が
、
そ
の
儀
式
が
何
か
ム
オ
イ
氏
に
は
わ
か
ら
な
い
と

い
う
。

・
箱
型
レ
ン
ガ
窯

　

窯
は
家
の
建
物
の
中
に
作
ら
れ
て
い
る
。
大
き
さ
は
、
約
一
〇
七
㎝
幅

×
一
二
〇
㎝
奥
行
き
×
一
二
七
㎝
高
さ
で
あ
る
。
焼
成
を
す
る
と
き
に
は

窯
の
レ
ン
ガ
と
レ
ン
ガ
の
あ
い
だ
に
線
香
を
さ
し
拝
礼
し
て
か
ら
始
め
る
。

窯
は
解
体
す
る
こ
と
な
く
一
年
中
置
か
れ
て
い
る
。

⑷　

新
た
な
オ
ン
タ
オ
神
像　

オ
ン
タ
オ
・
グ
オ
イ
の
誕
生

　

ム
オ
イ
氏
の
長
男
チ
ュ
ォ
ン
・
ヴ
ァ
ン
・
ダ
ッ
ト
氏
は
四
六
歳
（
二
〇

一
六
年
当
時
）、
隣
の
村
に
住
み
彫
刻
を
仕
事
と
し
て
い
る
。
神
像
作
り

は
し
て
い
な
い
が
、
父
に
頼
ま
れ
て
神
像
の
型
を
彫
っ
て
い
る
。

　

ダ
ッ
ト
氏
に
よ
る
と
、
イ
ェ
ム
氏
は
一
番
初
め
、
土
製
支
脚
を
か
た
ど

っ
た
オ
ン
タ
オ
・
ク
ア
ン
の
型
を
依
頼
し
た
。
そ
の
後
、
一
九
九
三
年
に

竈
神
三
柱
（
中
央
に
女
性
、
両
側
に
男
性
）
を
か
た
ど
っ
た
型
を
製
作
し
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繫
が
っ
て
い
く
。

　

デ
ィ
ア
リ
ン
村
で
竈
神
の
神
像
が
作
ら
れ
始
め
た
の
は
今
か
ら
六
十
数

年
前
で
あ
る
。
フ
ォ
ッ
ク
テ
ィ
ッ
ク
村
や
シ
ン
村
と
同
じ
く
、
は
じ
め
は

土
製
支
脚
オ
ン
タ
オ
・
ロ
ン
と
そ
れ
を
か
た
ど
っ
た
小
型
の
神
像
オ
ン
タ

オ
・
ク
ア
ン
を
作
っ
て
い
た
。
フ
ォ
ッ
ク
テ
ィ
ッ
ク
村
で
実
用
品
と
し
て

生
産
さ
れ
て
い
た
型
を
用
い
た
土
製
支
脚
は
、
デ
ィ
ア
リ
ン
村
で
生
産
が

始
ま
っ
た
と
き
に
は
実
用
品
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
竈
神
の
神
体
と
し
て
、

す
な
わ
ち
オ
ン
タ
オ
・
ロ
ン
と
し
て
も
作
ら
れ
て
い
た
。

　

そ
し
て
、
竈
神
三
柱
を
か
た
ど
っ
た
新
た
な
小
型
の
神
像
オ
ン
タ
オ
・

グ
オ
イ
が
一
九
九
四
年
ム
オ
イ
氏
の
息
子
ダ
ッ
ト
氏
に
よ
っ
て
デ
ィ
ア
リ

ン
村
で
作
ら
れ
た
。
そ
の
き
っ
か
け
は
、
風
水
を
得
意
と
す
る
ホ
ー
・
ヴ

ァ
ン
・
イ
ェ
ム
氏
か
ら
の
依
頼
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
ム
オ
イ
氏
が
オ
ン

タ
オ
・
グ
オ
イ
を
生
産
し
な
く
な
る
と
デ
ィ
ア
リ
ン
村
の
生
産
者
の
あ
い

だ
で
ダ
ッ
ト
氏
の
オ
ン
タ
オ
・
グ
オ
イ
を
真
似
て
型
を
作
る
よ
う
に
な
る
。

そ
れ
が
現
在
、
フ
エ
地
域
の
人
び
と
の
家
の
祭
壇
で
最
も
多
く
祀
ら
れ
て

い
る
神
像
と
な
っ
て
い
る
。

・
よ
り
き
れ
い
に
壊
れ
に
く
く　

生
産
者
の
こ
だ
わ
り
と
思
い

　

シ
ン
村
か
ら
伝
わ
っ
た
オ
ン
タ
オ
・
ロ
ン
と
オ
ン
タ
オ
・
ク
ア
ン
は
デ

ィ
ア
リ
ン
村
の
生
産
者
た
ち
の
あ
い
だ
で
さ
ま
ざ
ま
な
改
良
が
さ
れ
て
き

た
。
改
良
で
き
る
こ
と
の
一
つ
に
、
神
像
の
型
を
彫
る
職
人
が
い
る
と
い

壇
に
同
じ
よ
う
に
供
物
を
供
え
、
無
事
に
作
り
終
え
た
こ
と
を
感
謝
し
挨

拶
を
す
る
。

　

生
産
工
程
は
、
a
）
素
地
作
り
、
b
）
成
形
、
c
）
乾
燥
、
d
）
焼
成
、

e
）
色
付
け
・
袋
詰
め
、
全
て
手
作
業
で
あ
）
（1
（
る
。

六　

生
産
者
と
神
像
生
産
の
実
態
か
ら
み
え
て
く
る
も
の

　

こ
こ
で
は
個
々
の
生
産
者
へ
の
聞
き
と
り
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
生
産

者
と
神
像
生
産
の
実
態
に
つ
い
て
整
理
し
て
い
き
た
い
。

1
　
神
像
の
変
遷

・
形
態
の
変
遷

　

現
在
は
フ
エ
地
域
の
ほ
と
ん
ど
の
家
で
祀
ら
れ
て
い
る
竈
神
の
神
像
。

こ
の
小
型
の
神
像
が
最
初
に
作
ら
れ
た
の
は
、
フ
ォ
ッ
ク
テ
ィ
ッ
ク
村
で

あ
る
。
フ
ォ
ッ
ク
テ
ィ
ッ
ク
村
で
は
実
用
品
と
し
て
土
製
支
脚
と
土
製
支

脚
を
か
た
ど
っ
た
小
型
の
神
像
オ
ン
タ
オ
・
ク
ア
ン
を
型
作
り
で
生
産
し

て
い
た
。
そ
し
て
実
際
に
土
製
支
脚
を
使
用
し
て
調
理
を
し
て
い
る
と
き

も
、
オ
ン
タ
オ
・
ク
ア
ン
が
祀
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
フ
ォ
ッ

ク
テ
ィ
ッ
ク
村
周
辺
の
市
場
で
売
ら
れ
、
ま
だ
広
く
フ
エ
地
域
に
流
通
し

て
は
い
な
か
っ
た
。
土
製
支
脚
と
オ
ン
タ
オ
・
ク
ア
ン
の
生
産
は
、
そ
の

後
シ
ン
村
の
ひ
と
つ
の
家
族
を
経
て
現
在
の
デ
ィ
ア
リ
ン
村
で
の
生
産
へ
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グ
オ
イ
の
三
人
の
顔
が
よ
り
き
れ
い
に
浮
か
び
上
が
る
よ
う
に
鼻
の
部
分

の
彫
り
を
工
夫
し
た
り
、
な
か
で
も
飛
び
出
た
ヘ
ソ
は
フ
ン
氏
の
神
像
で

あ
る
こ
と
の
印
と
な
っ
て
い
る
。
市
場
で
大
量
に
売
ら
れ
た
神
像
の
な
か

で
デ
ベ
ソ
の
神
像
が
あ
れ
ば
フ
ン
氏
の
作
っ
た
も
の
と
す
ぐ
に
判
断
が
で

き
る
。

　

六
人
の
生
産
者
は
そ
れ
ぞ
れ
大
切
に
神
像
を
手
作
業
で
作
っ
て
い
る
。

手
間
と
労
力
、
体
力
も
い
る
作
業
で
あ
る
。
特
に
素
地
作
り
で
は
細
か
な

石
な
ど
を
丁
寧
に
取
り
除
き
、
な
め
ら
か
な
粘
土
に
な
る
ま
で
ネ
ー
サ
ッ

ト
と
い
う
糸
鋸
を
使
い
薄
切
り
を
繰
り
返
し
、
腕
や
足
を
使
い
何
度
も
捏

ね
て
い
く
。
焼
成
の
際
は
火
が
均
等
に
ま
わ
り
神
像
が
割
れ
な
い
よ
う
に

小
さ
な
か
け
ら
を
一
つ
一
つ
丁
寧
に
挟
み
、
並
べ
た
層
が
水
平
に
な
る
よ

う
整
え
て
神
像
を
置
い
て
い
く
。

　

こ
こ
数
年
、
六
人
の
生
産
者
以
外
の
神
像
も
少
し
で
は
あ
る
が
出
回
っ

て
い
る
。
し
か
し
素
地
作
り
や
焼
成
の
準
備
に
あ
ま
り
時
間
を
か
け
て
い

な
い
よ
う
で
、
出
来
上
が
っ
た
神
像
は
凸
凹
と
し
て
触
り
心
地
に
違
い
が

あ
り
、
ま
た
簡
単
に
割
れ
て
し
ま
う
。
そ
の
こ
と
か
ら
も
六
人
の
生
産
者

が
丁
寧
な
作
業
を
と
お
し
て
竈
神
の
神
像
を
生
産
し
て
い
る
こ
と
が
よ
く

わ
か
る
。

・
生
産
量
の
変
化
と
時
期

　

実
用
品
と
し
て
も
使
用
で
き
る
オ
ン
タ
オ
・
ロ
ン
の
生
産
は
、
現
在
は

う
こ
と
が
あ
る
。
デ
ィ
ア
リ
ン
村
は
レ
ン
ガ
製
造
だ
け
で
な
く
棺
桶
作
り

も
多
く
行
わ
れ
て
き
た
。
そ
れ
と
関
連
し
て
木
工
師
や
彫
刻
師
も
多
い
。

神
像
の
型
を
彫
る
技
術
を
も
っ
た
人
た
ち
は
少
な
く
な
く
、
ヴ
ォ
ー
・
ヴ

ァ
ン
家
長
男
ド
ッ
ク
氏
の
息
子
や
ム
オ
イ
氏
の
息
子
も
彫
刻
を
仕
事
と
し
、

親
の
神
像
生
産
の
た
め
に
型
を
作
っ
て
い
る
。

　

神
像
の
型
は
各
生
産
者
が
個
々
に
所
有
し
、
交
換
や
貸
し
借
り
は
基
本

的
に
し
て
い
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
に
神
像
に
対
す
る
こ
だ
わ
り
を
も
っ
て
職

人
や
息
子
に
依
頼
し
、
型
は
一
つ
ず
つ
手
作
業
で
彫
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、

わ
ず
か
で
は
あ
る
が
生
産
者
の
持
つ
型
ご
と
に
神
像
の
違
い
が
み
ら
れ
る
。

ま
た
、
ヴ
ォ
ー
・
ヴ
ァ
ン
家
長
男
ド
ッ
ク
氏
の
家
で
は
こ
こ
数
年
大
き
め

の
オ
ン
タ
オ
・
ク
ア
ン
も
生
産
し
て
い
る
。
こ
の
神
像
を
求
め
る
人
が
少

な
く
な
い
こ
と
を
知
り
、
息
子
が
新
た
に
型
を
作
り
生
産
を
始
め
た
の
で

あ
る
。
四
兄
弟
の
な
か
で
も
こ
の
型
で
の
生
産
は
ま
だ
ド
ッ
ク
氏
の
家
だ

け
で
あ
る
。

　

神
像
を
よ
り
き
れ
い
に
仕
上
げ
よ
う
と
特
に
こ
だ
わ
り
を
も
っ
て
試
行

錯
誤
し
て
き
た
の
は
フ
ン
氏
で
あ
る
。
オ
ン
タ
オ
・
ク
ア
ン
の
三
柱
の
部

分
を
背
面
で
繫
げ
た
現
在
の
か
た
ち
を
考
案
し
た
の
は
フ
ン
氏
で
あ
り
、

現
在
、
デ
ィ
ア
リ
ン
村
の
ど
の
生
産
者
も
背
面
が
つ
な
が
っ
た
オ
ン
タ

オ
・
ク
ア
ン
の
神
像
を
生
産
し
て
い
る
。
フ
ン
氏
は
ま
た
、
出
来
上
が
っ

た
型
に
自
分
で
も
手
を
加
え
て
い
る
。
作
業
の
効
率
を
よ
く
し
て
き
れ
い

に
仕
上
げ
る
た
め
に
型
の
両
側
に
金
属
の
棒
を
入
れ
た
り
、
オ
ン
タ
オ
・
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神
像
の
卸
値
は
変
わ
ら
な
い
が
、
原
料
と
な
る
土
、
色
付
け
に
使
う
漆

な
ど
の
価
格
は
年
々
上
が
っ
て
い
る
。
原
料
で
あ
る
土
は
、
そ
の
質
も
合

わ
せ
て
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
以
前
は
村
の
近
く
で
土
が
採
取
で
き
て
い

た
が
、
土
の
採
取
が
禁
止
に
な
り
、
水
田
の
土
を
購
入
す
る
よ
う
に
な
り
、

今
は
水
田
の
土
の
購
入
も
難
し
く
、
山
の
土
な
ど
を
購
入
し
て
い
る
。

　

竈
神
の
神
像
は
、
毎
年
見
送
り
儀
礼
で
用
い
ら
れ
る
た
め
需
要
は
あ
る
。

し
か
し
、
生
産
者
た
ち
が
原
材
料
の
毎
年
の
値
上
が
り
を
心
配
す
る
よ
う

に
価
格
と
原
材
料
費
を
み
れ
ば
生
産
の
現
状
が
年
々
非
常
に
厳
し
く
な
っ

て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

七　

フ
エ
地
域
で
祀
ら
れ
る
小
型
の
神
像

　

こ
こ
で
は
、
フ
エ
地
域
の
人
び
と
が
な
ぜ
竈
神
の
祭
壇
で
小
型
の
神
像

を
祀
る
の
か
、
台
所
の
変
化
と
フ
エ
地
域
の
歴
史
的
背
景
か
ら
考
え
て
み

た
い
。

・
台
所
の
変
遷

　

フ
エ
地
域
で
は
、
家
に
よ
っ
て
差
は
あ
る
が
一
九
八
〇
年
頃
ま
で
土
製

支
脚
を
実
際
に
調
理
の
道
具
と
し
て
使
用
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
壊
れ
や

す
い
土
製
支
脚
に
変
わ
り
五
徳
や
土
製
の
焜
炉
な
ど
が
使
用
さ
れ
、
ガ
ス

コ
ン
ロ
が
一
般
の
家
庭
に
普
及
す
る
の
は
一
九
九
〇
年
前
後
か
ら
で
あ
る
。

非
常
に
少
な
い
。
し
か
し
、
フ
ン
氏
が
神
像
生
産
を
始
め
た
一
九
八
〇
年

後
半
、
オ
ン
タ
オ
・
ロ
ン
と
オ
ン
タ
オ
・
ク
ア
ン
の
生
産
量
は
同
じ
く
ら

い
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
ヴ
ォ
ー
家
の
四
兄
弟
も
同
じ
状
況
で
あ
っ
た
。
し

か
し
、
そ
の
後
次
第
に
オ
ン
タ
オ
・
ク
ア
ン
の
生
産
が
増
え
て
い
く
。
そ

し
て
一
九
九
〇
年
後
半
に
三
人
の
竈
神
を
か
た
ど
っ
た
オ
ン
タ
オ
・
グ
オ

イ
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
神
像
生
産
の
主
流
は
こ
の
オ
ン
タ
オ
・

グ
オ
イ
へ
と
移
っ
て
い
く
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
台
所
の
変
遷
と
関
連
す
る

た
め
後
述
す
る
。

2
　
原
料
と
価
格

　

生
産
者
の
話
か
ら
生
産
し
た
神
像
の
卸
値
は
、
二
〇
一
二
年
の
調
査
を

始
め
た
こ
ろ
か
ら
二
〇
二
〇
年
ま
で
ほ
ぼ
変
わ
っ
て
い
な
い
。
素
焼
き
の

神
像
が
一
つ
三
〇
〇
～
五
〇
〇
ド
ン
（
一
円
五
〇
銭
～
二
円
五
〇
銭
）、
色

付
け
し
て
版
画
や
紙
の
服
を
入
れ
て
セ
ッ
ト
に
し
た
も
の
は
、
漆
塗
り
の

オ
ン
タ
オ
・
ク
ア
ン
と
カ
ラ
フ
ル
な
色
付
け
の
オ
ン
タ
オ
・
グ
オ
イ
で
は

違
い
が
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
一
つ
一
〇
〇
〇
～
二
〇
〇
〇
ド
ン
（
五
～
一

〇
円
）
で
あ
る
。
そ
し
て
セ
ッ
ト
で
販
売
す
る
た
め
の
版
画
、
紙
の
服
、

袋
は
自
分
た
ち
で
購
入
し
て
い
る
。

　

二
〇
二
〇
年
は
洪
水
被
害
で
神
像
の
生
産
が
大
き
く
減
っ
た
た
め
、
こ

の
年
だ
け
卸
値
は
倍
に
上
が
っ
た
。
し
か
し
生
産
量
自
体
が
少
な
か
っ
た

た
め
彼
ら
の
収
入
が
上
が
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
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火
を
入
れ
て
温
め
て
い
た
家
も
あ
っ
）
（1
（

た
。
デ
ィ
ア
リ
ン
村
で
神
像
生
産
を

始
め
た
頃
は
、
実
用
品
で
も
あ
る
土
製
支
脚
オ
ン
タ
オ
・
ロ
ン
が
多
く
作

ら
れ
て
い
た
理
由
の
ひ
と
つ
で
も
あ
る
。
今
も
ヴ
ォ
ー
・
ヴ
ァ
ン
家
の
次

男
と
四
男
の
家
で
は
オ
ン
タ
オ
・
ロ
ン
を
竈
神
と
し
て
祀
り
、
テ
ト
や
陰

暦
一
日
、
一
四
日
、
三
〇
日
に
火
を
入
れ
て
あ
た
た
め
て
い
る
。
今
で
も

そ
の
よ
う
な
家
が
少
な
い
が
残
っ
て
い
る
。

　

そ
し
て
次
第
に
小
型
の
神
像
を
祀
る
家
が
増
え
て
い
く
。
そ
こ
に
は
台

所
が
地
炉
か
ら
台
付
き
の
炉
に
変
わ
っ
た
こ
と
が
非
常
に
大
き
く
影
響
し

て
い
る
。
大
き
く
て
重
い
オ
ン
タ
オ
・
ロ
ン
を
祀
る
場
所
の
問
題
、
フ
エ

地
域
の
家
々
で
竈
神
の
祭
壇
を
作
り
小
型
の
神
像
を
祀
る
こ
と
が
広
ま
っ

て
い
っ
た
こ
と
な
ど
が
理
由
に
あ
る
。
今
で
は
ど
の
家
も
、
た
と
え
地
炉

で
土
製
支
脚
を
調
理
に
使
用
し
て
い
る
家
で
も
壁
の
高
い
位
置
に
祭
壇
が

作
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
最
初
の
小
型
の
神
像
が
土
製
支
脚
を
か
た
ど
っ
た
も
の
で
あ
っ

た
こ
と
は
、
人
び
と
が
土
製
支
脚
か
ら
小
型
の
神
像
へ
と
竈
神
の
神
体
を

移
行
さ
せ
る
こ
と
を
容
易
に
し
た
要
因
で
あ
ろ
う
。
今
で
も
年
配
者
の
多

く
は
土
製
支
脚
を
か
た
ど
っ
た
オ
ン
タ
オ
・
ク
ア
ン
が
本
当
の
竈
神
の
神

体
で
あ
る
と
い
い
、
好
ん
で
オ
ン
タ
オ
・
ク
ア
ン
を
祀
っ
て
い
る
。
ホ

ー
・
ヴ
ァ
ン
・
イ
ェ
ム
氏
の
竈
神
も
土
製
支
脚
を
か
た
ど
っ
た
オ
ン
タ

オ
・
ク
ア
ン
で
あ
る
。
実
際
に
土
製
支
脚
を
調
理
に
使
用
し
て
い
た
人
た

ち
に
と
っ
て
、「
土
製
支
脚
が
竈
神
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
大
切
な
の

現
在
で
も
土
製
支
脚
を
実
際
の
道
具
と
し
て
用
い
て
い
る
家
も
あ
る
。
ま

た
、
ガ
ス
コ
ン
ロ
と
併
用
し
て
五
徳
や
土
製
の
焜
炉
な
ど
を
用
い
て
い
る

家
も
少
な
く
な
い
。

　

土
製
支
脚
は
地
炉
に
置
か
れ
て
使
用
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
後
、
そ
の
ま

ま
地
炉
で
五
徳
や
土
製
焜
炉
を
置
い
て
調
理
を
し
て
い
る
家
も
あ
る
が
、

多
く
の
家
で
は
立
っ
て
使
う
台
付
き
の
炉
が
作
ら
れ
、
そ
こ
に
五
徳
や
土

製
焜
炉
が
置
か
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
、
そ
の
台
付
き
の
炉
は
立
っ

て
使
う
台
に
な
り
、
ガ
ス
コ
ン
ロ
が
置
か
れ
る
よ
う
な
る
。
台
付
き
の
炉

が
作
ら
れ
た
時
期
は
家
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
人
び
と
の
話
を
整
理
す
る

と
お
そ
ら
く
一
九
八
〇
～
一
九
九
〇
年
頃
に
多
く
の
家
で
作
ら
れ
て
い
る
。

・
台
所
の
変
遷
か
ら
み
る
竈
神
の
神
像

　

現
在
フ
エ
地
域
で
よ
く
み
ら
れ
る
小
型
の
竈
神
の
神
像
を
祀
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
こ
と
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
比
較

的
新
し
い
こ
と
で
あ
る
。

　

フ
ォ
ッ
ク
テ
ィ
ッ
ク
村
で
は
早
く
か
ら
土
製
支
脚
と
は
別
に
オ
ン
タ

オ
・
ク
ア
ン
が
作
ら
れ
、
祀
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
フ
ォ
ッ
ク
テ
ィ
ッ
ク

村
以
外
で
は
、
農
村
で
も
フ
エ
市
内
な
ど
の
都
市
部
で
も
土
製
支
脚
を
実

用
品
と
し
て
い
た
と
き
は
、
土
製
支
脚
が
竈
神
で
あ
り
神
体
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
土
製
支
脚
を
使
用
し
な
く
な
っ
て
も
一
九
八
五
～
一
九
九
〇
年
く

ら
い
ま
で
は
、
竈
神
を
祀
る
た
め
に
地
炉
に
土
製
支
脚
を
置
い
て
、
時
々
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に
改
名
）
を
陳
朝
ベ
ト
ナ
ム
に
割
譲
す
る
と
い
う
出
来
事
に
よ
り
幕
を
あ

け
る
。
そ
れ
以
前
、
フ
エ
地
域
は
長
く
南
海
交
易
の
一
大
中
心
地
で
あ
っ

た
チ
ャ
ン
パ
王
国
の
領
土
で
あ
っ
た
。

　

そ
し
て
一
六
世
紀
以
降
、
北
部
黎レ
ー

朝
・
鄭チ

ン

氏
政
権
と
の
長
い
戦
争
に
よ

る
分
断
の
な
か
で
、
フ
エ
は
広
南
阮グ
エ
ン

氏
（
一
五
五
八
～
一
七
七
七
）
の
首

都
と
な
り
、
北
部
ベ
ト
ナ
ム
（
ダ
ン
ゴ
ア
イ
）、
中
南
部
ベ
ト
ナ
ム
（
ダ
ン

チ
ョ
ン
）
が
出
現
す
る
。
中
南
部
ベ
ト
ナ
ム
は
、
北
部
地
域
の
伝
統
文
化

を
継
承
・
発
展
さ
せ
つ
つ
、
少
数
民
族
、
特
に
フ
エ
地
域
で
は
チ
ャ
ム
人

の
文
化
を
包
摂
し
、
キ
リ
ス
ト
教
の
布
教
を
自
由
化
し
新
し
く
多
様
な
文

化
的
特
徴
を
形
成
し
発
展
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
フ
エ
地
域
は
山
、
河
川
、
沖
積
平
野
、
デ
ル
タ
、
ラ
グ
ー
ン
、

海
と
多
様
な
地
理
的
特
徴
を
有
す
る
地
域
で
あ
る
が
、
農
業
や
港
市
と
し

て
発
展
で
き
る
条
件
は
揃
っ
て
お
ら
ず
、
そ
の
上
、
厳
し
い
乾
季
と
大
洪

水
を
引
き
起
こ
す
台
風
を
伴
う
雨
季
、
高
い
湿
度
な
ど
の
気
候
条
件
は
こ

の
地
を
苦
し
め
て
き
た
。

　

そ
し
て
一
九
世
紀
初
頭
か
ら
一
九
四
五
年
ま
で
ベ
ト
ナ
ム
の
最
初
に
し

て
最
後
の
統
一
王
朝
、
阮
王
朝
の
都
が
フ
エ
に
置
か
れ
た
。
フ
エ
で
は
、

民
間
の
儀
礼
は
宮
廷
で
の
儀
礼
の
日
時
に
従
い
、
い
つ
で
も
人
び
と
は
宮

廷
儀
礼
よ
り
控
え
め
な
標
準
的
な
儀
礼
を
行
う
こ
と
を
心
が
け
て
い
た
と

フ
エ
地
域
の
民
間
信
仰
の
研
究
者
チ
ャ
ン
・
ダ
イ
・
ヴ
ィ
ン
氏
は
い
）
（1
（
う
。

　

厳
し
い
地
理
的
条
件
や
先
の
住
人
で
あ
る
チ
ャ
ム
人
の
存
在
、
王
都
で

で
あ
る
。

　

で
は
現
在
、
な
ぜ
竈
神
三
柱
を
か
た
ど
っ
た
オ
ン
タ
オ
・
グ
オ
イ
が
人

気
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
オ
ン
タ
オ
・
グ
オ
イ
を
神
体
と
し
て
祀
る
人
の
多

く
は
若
い
世
代
で
あ
る
。
台
所
で
実
際
の
道
具
と
し
て
土
製
支
脚
が
用
い

ら
れ
な
く
な
り
三
〇
年
以
上
が
経
つ
。
土
製
支
脚
を
知
ら
な
い
人
た
ち
も

増
え
、
若
い
人
た
ち
に
と
っ
て
土
製
支
脚
が
竈
神
と
い
う
意
識
が
薄
く
な

っ
て
い
る
こ
と
が
一
つ
の
要
因
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。
昔
話
な
ど
で
語
ら

れ
る
モ
ッ
バ
ー
・
ハ
イ
オ
ン
の
三
柱
の
竈
神
、
大
晦
日
の
オ
ン
タ
オ
が
登

場
す
る
テ
レ
ビ
の
喜
劇
番
組
「
年
末
に
あ
い
ま
し
ょ
う
（Gă. p�nhau�cuối�

năm

）」
な
ど
に
親
し
ん
で
き
た
人
た
ち
に
と
っ
て
、
擬
人
化
さ
れ
た
三

人
の
竈
神
が
よ
り
身
近
な
竈
神
な
の
だ
ろ
う
。

・
小
型
の
神
像
を
祀
る
こ
と
か
ら
み
る
フ
エ
地
域
の
人
び
と
の
竈
神

　

台
所
の
形
態
が
変
わ
り
、
か
つ
て
神
体
と
し
て
い
た
土
製
支
脚
は
生
活

の
な
か
か
ら
ほ
と
ん
ど
姿
を
消
し
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、
年
配
者
も
若

い
人
も
、
台
所
の
形
態
が
ガ
ス
コ
ン
ロ
や
I
T
調
理
器
に
変
わ
っ
て
も
、

祭
壇
に
は
竈
神
の
神
体
と
し
て
小
型
の
神
像
が
祀
ら
れ
、
見
送
り
儀
礼
が

続
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
は
フ
エ
地
域
が
有
す
る
歴
史
的
な
背
景
と

関
わ
る
と
考
え
る
。
そ
の
た
め
少
し
フ
エ
地
域
の
歴
史
を
記
し
た
い
。

　

フ
エ
地
域
の
キ
ン
族
の
歴
史
は
、
一
三
〇
六
年
ベ
ト
ナ
ム
陳チ
ャ
ン

朝
の
皇

女
を
チ
ャ
ン
パ
国
王
に
嫁
が
せ
た
代
償
と
し
て
、
烏ウ

リ

ク
里
州
（
翌
年
、
順ト
ゥ
ア
ン
ホ
ア化
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れ
る
。

お
わ
り
に

　

フ
エ
地
域
で
創
造
さ
れ
た
竈
神
の
神
像
に
つ
い
て
、
生
産
者
へ
の
聞
き

取
り
を
中
心
に
そ
の
実
態
を
述
べ
て
き
た
。
伝
統
的
窯
業
の
村
、
フ
ォ
ッ

ク
テ
ィ
ッ
ク
村
で
創
造
さ
れ
た
小
型
の
竈
神
の
神
像
は
、
現
在
デ
ィ
ア
リ

ン
村
で
新
た
な
神
像
が
創
造
さ
れ
、
生
産
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。
フ
エ
地

域
の
人
び
と
が
竈
神
へ
の
信
仰
を
持
ち
続
け
、
見
送
り
儀
礼
が
継
続
さ
れ

る
か
ぎ
り
、
神
像
は
必
要
な
祭
具
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
竈
神
の
神
体
で
あ
る
神
像
を
「
モ
ノ
」
の
視
点
か
ら
み
る
こ
と

で
明
ら
か
に
な
っ
た
点
を
以
下
に
ま
と
め
た
い
。
ま
ず
、
神
像
の
形
態
は
、

実
用
品
で
あ
っ
た
土
製
支
脚
か
ら
小
型
の
神
像
へ
、
そ
の
小
型
の
神
象
は

土
製
支
脚
を
か
た
ど
っ
た
も
の
か
ら
擬
人
化
さ
れ
た
三
柱
を
か
た
ど
っ
た

小
型
の
神
像
へ
と
変
化
し
て
い
っ
た
。
そ
こ
に
は
台
所
と
調
理
道
具
の
形

態
の
変
化
が
関
係
す
る
が
、
小
型
の
神
像
へ
と
変
化
し
て
も
祀
り
続
け
る

背
景
に
は
フ
エ
地
域
の
歴
史
と
人
び
と
の
竈
神
に
対
す
る
崇
拝
が
関
係
し

て
い
る
。

　

次
に
、
生
産
者
に
よ
る
神
像
生
産
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
産
者
の

実
態
を
述
べ
て
き
た
。
ど
の
竈
神
の
神
像
も
生
産
者
に
よ
る
魂
を
込
め
る

工
程
は
な
い
。
し
か
し
神
像
を
ひ
と
つ
ず
つ
丁
寧
に
こ
だ
わ
り
を
持
ち
手

あ
っ
た
こ
と
な
ど
は
人
び
と
の
く
ら
し
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
き
た
。

孤
魂
や
土
地
の
神
に
対
す
る
儀
礼
に
は
大
量
の
供
物
が
用
意
さ
れ
、
ま
た

フ
エ
地
域
独
自
の
儀
礼
が
い
く
つ
も
存
在
す
）
（1
（
る
。
そ
れ
ら
は
厳
し
い
生
活

環
境
の
も
と
で
人
び
と
が
災
異
を
チ
ャ
ン
パ
や
土
地
と
結
び
つ
く
霊
魂
や

孤
魂
の
怒
り
と
考
え
、
災
い
を
回
避
す
る
た
め
に
祀
り
、
儀
礼
を
行
な
っ

て
き
た
こ
と
に
よ
る
。
そ
の
な
か
で
人
び
と
は
竈
神
に
保
護
を
求
め
て
き

た
。
し
か
し
保
護
を
求
め
る
力
が
強
い
が
ゆ
え
に
、
祀
り
方
を
誤
り
大
切

に
祀
ら
な
か
っ
た
場
合
に
は
竈
神
も
ま
た
災
異
を
も
た
ら
す
と
考
え
ら
れ

て
き
）
（1
（
た
。

　

か
つ
て
北
部
地
域
で
祀
ら
れ
て
い
た
竈
神
と
そ
の
儀
礼
は
、
こ
う
し
た

フ
エ
地
域
の
歴
史
的
背
景
の
な
か
で
、
土
製
支
脚
の
使
用
が
な
く
な
っ
た

あ
と
も
竈
神
の
神
体
を
小
型
の
神
像
に
変
え
て
祀
り
続
け
て
き
た
と
考
え

ら
れ
る
。
そ
し
て
、
小
型
の
神
像
は
祭
壇
で
竈
神
と
し
て
祀
ら
れ
る
だ
け

で
は
な
い
。
も
う
ひ
と
つ
の
役
割
は
、
陰
暦
一
二
月
二
三
日
竈
神
の
新
旧

交
代
の
儀
礼
に
用
い
ら
れ
る
祭
具
と
し
て
の
存
在
で
あ
る
。
竈
神
の
上
天

儀
礼
の
最
後
に
神
像
を
見
送
る
こ
と
で
竈
神
が
天
に
昇
り
、
家
族
の
願
い

が
聞
き
入
れ
ら
れ
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
。
人
び
と
が
新
し
い
一
年
の
保

護
を
求
め
、
祈
願
す
る
た
め
に
は
竈
神
の
神
体
が
必
要
な
の
で
あ
る
。
土

製
支
脚
を
使
用
し
な
く
な
っ
た
今
、
小
型
の
神
像
は
見
送
り
儀
礼
を
継
続

す
る
た
め
の
重
要
な
祭
具
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
重
要
な
神
像
は

木
の
根
元
に
置
か
れ
る
。
そ
の
こ
と
に
も
大
き
な
意
味
が
あ
る
と
考
え
ら
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へ
と
移
行
し
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

最
後
に
神
像
を
生
産
し
て
い
る
人
び
と
の
こ
と
を
触
れ
て
お
き
た
い
。

デ
ィ
ア
リ
ン
村
で
竈
神
の
神
像
を
生
産
し
て
い
る
人
た
ち
は
、
神
仏
の
製

作
に
関
わ
る
専
門
の
職
人
で
は
な
く
、
ま
た
伝
統
的
な
窯
業
の
職
人
で
も

な
い
。
重
労
働
で
あ
っ
た
レ
ン
ガ
製
造
か
ら
少
し
は
楽
に
で
き
る
だ
ろ
う

と
の
理
由
か
ら
竈
神
の
神
像
の
生
産
を
始
め
た
人
た
ち
で
あ
る
。
職
業
と

し
て
の
一
つ
の
選
択
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
彼
ら
は
フ
エ
地
域
の
人
び
と

と
同
様
に
竈
神
に
対
す
る
信
仰
は
厚
く
、
自
分
が
そ
の
竈
神
の
神
像
を
生

産
し
て
い
る
と
い
う
意
識
と
誇
り
を
持
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
丁
寧
で
細
か

な
作
業
や
、
き
れ
い
に
完
成
さ
せ
る
こ
と
を
心
掛
け
て
作
り
続
け
る
姿
に

あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

　

現
在
、
神
像
生
産
の
現
状
は
非
常
に
厳
し
く
、
調
査
で
訪
れ
る
た
び
に

神
像
の
生
産
で
生
計
を
た
て
る
こ
と
の
厳
し
さ
が
増
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
彼
ら
の
息
子
た
ち
は
繁
忙
期
に
手
伝
い
は
す
る
も

の
の
仕
事
を
引
き
継
い
で
い
く
予
定
は
な
い
と
い
う
。
今
後
、
竈
神
の
神

像
の
生
産
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
く
の
だ
ろ
う
か
、
現
在
の
神
像
に
変

化
が
お
き
た
と
き
、
フ
エ
地
域
の
人
び
と
の
竈
神
信
仰
と
見
送
り
儀
礼
は

ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
可
能
な
限
り
、
神
像
の
生
産
と

フ
エ
地
域
の
人
び
と
の
竈
神
儀
礼
を
見
守
り
続
け
て
い
き
た
い
。

　

本
稿
で
は
民
具
研
究
の
「
モ
ノ
」
の
視
点
か
ら
神
像
の
生
産
に
つ
い
て

述
べ
て
き
た
が
、
今
後
の
課
題
と
し
て
国
際
的
な
物
質
文
化
研
究
も
視
野

作
業
で
作
り
上
げ
る
過
程
や
竈
神
の
神
像
を
生
産
し
て
い
る
こ
と
へ
の
意

識
か
ら
、
そ
れ
が
単
な
る
商
品
と
し
て
の
「
物
」
で
は
な
く
、
生
産
者
の

思
い
が
込
め
ら
れ
た
「
モ
ノ
」
で
あ
る
こ
と
が
み
え
て
き
た
。

　

今
回
、
神
像
を
祀
る
フ
エ
地
域
の
人
び
と
に
つ
い
て
十
分
な
言
及
は
で

き
な
か
っ
た
が
、
人
び
と
に
と
っ
て
小
型
の
神
像
は
竈
神
が
宿
る
大
切
な

神
体
で
あ
る
。
竈
神
が
両
儀
的
な
神
で
あ
る
の
と
同
様
に
、
そ
の
神
像
も

ま
た
家
族
を
守
護
す
る
と
同
時
に
畏
怖
の
対
象
と
も
な
り
う
る
。
そ
の
こ

と
は
竈
神
の
上
天
儀
礼
で
神
像
を
木
の
根
本
に
置
い
て
見
送
り
儀
礼
を
す

る
こ
と
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
土
で
作
ら
れ
た
神
像
を
木
の
根
本
に
置
く

の
は
、
竈
神
の
災
い
を
封
じ
る
た
め
、
ま
た
は
回
避
す
る
た
め
で
あ
り
、

そ
こ
に
は
ベ
ト
ナ
ム
の
樹
木
崇
拝
と
陰
陽
五
行
説
が
関
係
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
調
査
を
す
す
め
、
別
の
機
会
で
論

じ
た
い
。

　

土
製
支
脚
が
竈
神
で
あ
っ
た
と
き
、
そ
の
機
能
は
調
理
道
具
と
し
て
支

脚
の
上
部
に
鍋
・
釜
を
の
せ
て
支
え
、
支
脚
の
間
に
作
ら
れ
た
空
間
で
火

を
焚
く
こ
と
と
、
神
体
と
し
て
祀
る
こ
と
の
二
つ
で
あ
っ
た
。
し
か
し
現

在
、
土
製
支
脚
を
祀
る
人
び
と
も
実
際
の
調
理
に
は
使
用
し
て
い
な
い
。

土
製
支
脚
や
三
柱
の
竈
神
を
か
た
ど
っ
た
神
像
は
調
理
に
使
用
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
す
な
わ
ち
そ
れ
は
、
竈
神
の
依
代
と
し
て
祀
ら
れ
、
儀
礼

で
用
い
ら
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
竈
神
の
神
像
を
「
モ
ノ
」
の
視
点
か

ら
み
た
と
き
、
そ
れ
は
物
理
的
な
機
能
を
伴
う
も
の
か
ら
象
徴
的
な
機
能
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田2017

「
ベ
ト
ナ
ム
北
部
地
域
の
オ
ン
タ
オ
儀
礼　

具
象
か
ら
抽
象
へ
」、
鍋

田2020

「
ベ
ト
ナ
ム
の
竈
神
」
で
述
べ
て
い
る
。

（
7
）
フ
ォ
ッ
ク
テ
ィ
ッ
ク
村
の
調
査
は
、
二
〇
一
二
～
二
〇
二
〇
年
に
か
け
て
年
に

一
～
二
回
行
な
っ
て
き
た
。

（
8
）
台
付
き
の
炉
と
は
、
立
っ
て
使
う
台
の
上
に
炉
が
作
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
そ
れ
を
台
付
き
の
炉
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
台
付
き
の
炉
に
つ
い
て

は
鍋
田2021

「
ベ
ト
ナ
ム
の
竈
と
土
製
支
脚
」
で
紹
介
し
て
い
る
。

（
9
）
五
穀
壺
（cốc�ngũ�cốc

）
に
は
イ
ネ
、
マ
メ
、
も
ち
米
、
ゴ
マ
、
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
を
入
れ
る
と
い
う
。

（
10
）
デ
ィ
ア
リ
ン
村
で
は
棺
桶
製
作
も
盛
ん
で
あ
る
。
デ
ィ
ア
リ
ン
村
に
お
い
て
村

落
共
同
体
の
中
心
を
占
め
る
主
要
氏
族
は
「
六
大
族
」
と
呼
ば
れ
、
黎
族
・
阮

族
・
陳
族
・
張
族
・
李
族
・
黄
族
が
該
当
し
［
岡
本

2012

：124

］、
そ
の
う

ち
の
陳
族
の
一
族
の
中
に
は
葬
式
用
の
棺
桶
な
ど
を
製
作
す
る
木
工
が
多
く
、

二
〇
世
紀
半
ば
に
お
い
て
、
棺
桶
製
作
を
す
る
家
は
三
〇
軒
近
く
あ
り
そ
の
ほ

と
ん
ど
は
陳
族
と
黄
族
で
あ
っ
た
と
い
う
［
西
村

2012b

：52

］。

（
11
）
日
本
円
へ
の
換
算
は
、
基
本
的
に
調
査
当
時
の
レ
ー
ト
を
使
用
し
て
示
し
て
い

る
。

（
12
）
シ
ン
村
の
版
画
に
つ
い
て
は
、
鍋
田2016

「
版
画
に
描
か
れ
た
モ
テ
ィ
ー
フ

と
オ
ン
タ
オ
儀
礼
―
シ
ン
村
オ
ン
タ
オ
版
画
を
中
心
に
―
」
で
述
べ
て
い
る
。

（
13
）
サ
オ
（Sào

）
は
地
積
の
単
位
、
北
部
で
は
三
六
〇
㎡
だ
が
、
中
部
で
は
四
〇

〇
㎡
で
あ
る
（『
詳
解
ベ
ト
ナ
ム
語
辞
典
』
川
本
邦
衛
編2011　

大
修
館
書

店
：1385

）。

（
14
）
生
産
工
程
、
ま
た
道
具
に
つ
い
て
は
、
鍋
田2014

に
載
せ
て
い
る
。

に
い
れ
て
、
ベ
ト
ナ
ム
の
竈
神
に
関
す
る
「
モ
ノ
」
を
論
じ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

注（
1
）
鍋
田

2014
「
フ
エ
地
域
の
オ
ン
タ
オ
を
め
ぐ
る
物
質
文
化
」『
東
南
ア
ジ
ア

考
古
学
』
34
号59
―71

（
2
）
土
製
支
脚
と
は
、
考
古
学
者
小
林
行
雄
が
命
名
し
た
用
語
で
あ
り
、「
炉
中
に

三
つ
並
べ
据
え
て
、
甕
・
釜
の
類
を
火
に
懸
け
る
た
め
の
支
え
脚
」
の
こ
と
を

い
う
［
小
林

1941

：276

］。

（
3
）
ベ
ト
ナ
ム
語
の
訳
は“

Bỏ�ông�đầu�rau�cũ�đến�m
ô. t�chô ~�sa. ch�đem

�đầu�

rau�m
ới�thay�vào”

と
あ
る
。「
灶
」
は
ベ
ト
ナ
ム
語
で
は
「
ダ
ウ
ザ
ウ
」
と

記
さ
れ
て
い
る
。
土
製
支
脚
こ
と
で
あ
る
。
ベ
ト
ナ
ム
で
は
煮
炊
き
に
土
製
支

脚
が
用
い
ら
れ
、
一
般
の
家
で
い
わ
ゆ
る
「
竈
」
の
使
用
は
普
及
し
な
か
っ
た
。

詳
し
く
は
鍋
田�2021

「
ベ
ト
ナ
ム
の
竈
と
土
製
支
脚�
―
そ
の
形
態
と
機
能
―
」

で
説
明
し
て
い
る
。

（
4
）
雑
誌
に
はH

.�V
.�V
.

と
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
モ
ー
リ
ス
・
デ
ュ
ラ
ン
の
資

料
に
よ
る
とH

à�V
ăn�V

ượng

と
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
。［M

aurice�

D
urand�1960

：138

］

（
5
）
こ
の
竈
神
は
、
ベ
ト
ナ
ム
語
訳
で
は“

ông�táo�bếp”�

「
台
所
の
オ
ン
タ
オ
」

と
記
さ
れ
て
い
る
［Cadiere�2015�ta. p2
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uế�Bullentin�de�IʼEcole�Française�dʼExtrêm
e-O
rient,�

X
V
III,�N

o.7,�H
à�N
ô. i,�1918

：1

―60

D
urand,�M

aurice

1960　

Im
agerie Populaire V

ietnam
ienne,�Ecole�Française�D

ʼextrê�m
e-

O
rient,�Paris

際
常
民
文
化
研
究
構
：313

―325
西
村
昌
也

2012a　
「
フ
エ
都
城
北
郊
域
の
歴
史
地
理
学
的
研
究
」『
フ
エ
地
域
の
歴
史
と
文
化

―
周
辺
集
落
と
外
か
ら
の
視
点
』
周
縁
の
文
化
交
渉
学
シ
リ
ー
ズ
7　

関
西
大

学
文
化
交
渉
学
教
育
研
究
拠
点
：15

―60

西
村
昌
也

2012b　
「
デ
ィ
ア
リ
ン
の
土
器
生
産
業
に
つ
い
て
」『
フ
エ
地
域
の
歴
史
と
文
化
―

周
辺
集
落
と
外
か
ら
の
視
点
』
周
縁
の
文
化
交
渉
学
シ
リ
ー
ズ
7　

関
西
大
学

文
化
交
渉
学
教
育
研
究
拠
点
：281
―289

【
ベ
ト
ナ
ム
語
】

Cadière,�Léopold�
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Abstract（英文要旨）
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Characteristics of Hue in Vietnam from the Perspective 
of the Statues of the Deity of the Kitchen Furnace:  
Focusing on interviews with the makers of statues

NABETA Naoko

The small earthen statue of the god enshrined at the altar of the kamado 
(kitchen furnace) god in the Hue region of Vietnam is placed at the base of a 
tree or other place after the ceremony of the kamado god is performed at home 
on December 23 by the lunar calendar, and the send-off ceremony is held 
again. This statue of the kamado god was created in the Hue region.
This paper clarifies the actual situation and recent transition of statue produc-
tion, from the point of view of “things” by focusing on interviews from 2012 to 
2021 held with 6 families who continue to produce statues by hand in the vil-
lage of Đi.a Linh and also held in the traditional ceramic-producing village of 
Phu,ó,c Tích. She then uses the lifestyle and historical background of the peo-
ple of the Hue region to consider the worship of small statues of deities.
Currently, there are three types of deity statues produced in the village of Đi.a 
Linh : Ông Táo Ló,n, an earthen prop that can actually be used for cooking, 
Ông Táo Quân, a small deity statue representing that earthen prop, and Ông 
Táo Ngu,ò,i, a small deity statue representing the Three Kamado gods. It has 
become evident that the Ông Táo Quân, shaped as an earthen prop, was origi-
nally made in the village of Phu,ó,c Tích. Production began in the village of Đi.a 
Linh about 60 years ago, during which several improvements were made and a 
new type of deity statue, Ông Táo Ngu,ò,i, was made. It was relatively new in 
the Hue area to worship small deity statues, the practice dating from the late 
1980s, and this is related to changes in the form of kitchens.
And small deity statues have an important role beyond just being placedon an 
altar. The send-off ceremony for the kamado god, which was once held in the 
northern region, has been continued by replacing the earthen prop, which was 
a practical item, with a small statue of the god. Both the historical back-
ground of the Hue region, and the wishes of the people living there towards 
the kamado god are included in this. Looking at the statues worshipped as the 
embodiment of the deity from the point of view of ‘things,’ the shift from an 
earthen prop to a small statue can be seen as a shift from using an item with 
a physical function to one with a symbolic one.
From the interviews with the makers of statues, the harsh current situation of 
the making of the deity statues and their thoughts on the deity statues are 
also described.




